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駒
澤
大
學
佛
敎
學
部
論
集
　
第
五
十
三
號
　
令
和
四
年
十
月

は
じ
め
に

本
論
は
、
二
〇
一
八
年
に
発
見
さ
れ
た
達
磨
宗
の
新
出
史
料
で
あ
る
仏
地
房
覚
晏
『
心
根
決
疑
章
』
の
訓
註
で
あ
る
。『
心
根
決
疑
章
』
は
、『
首

楞
厳
経
』『
円
覚
経
』
な
ど
の
経
典
、
倶
舎
や
唯
識
・
天
台
な
ど
の
教
理
、
な
ら
び
に
禅
宗
の
一
大
哲
学
書
た
る
『
宗
鏡
録
』
百
巻
な
ど
、
各
種
各

様
の
文
献
・
教
理
を
引
用
し
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
極
め
て
難
解
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
各
専
門
家
の
協
力
を
仰
ぎ
会
読
す
る
こ
と
で
、
そ
の
思
想
の

読
解
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

筆
者
を
研
究
代
表
者
と
し
て
、
吉
村
誠
、
師
茂
樹
、
山
口
弘
江
、
柳
幹
康
を
共
同
研
究
者
、
高
橋
秀
栄
を
研
究
協
力
者
と
し
てJSPS

科
研
費 

JP20K
00060

の
助
成
を
受
け
、『
心
根
決
疑
章
』
の
読
解
を
進
め
て
い
る
。
内
容
や
文
量
か
ら
全
体
を
三
部
に
分
け
て
読
解
し
、「
達
磨
宗
・
仏
地

房
覚
晏
『
心
根
決
疑
章
』
訓
註
」
と
題
し
て
成
果
を
発
表
し
て
い
る
が
、
本
論
は
『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
第
五
十
二
号
（
二
〇
二
一
年
）
に

掲
載
し
た
（
上
）
に
続
く
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

達
磨
宗
・
仏
地
房
覚
晏
『
心
根
決
疑
章
』
訓
註
（
中
）

�

舘
　
　
　
　
隆
　
志

�

吉
　
村
　
　
　
　
誠

�

師
　
　
　
　
茂
　
樹

�

山
　
口
　
　
弘
　
江

�

柳
　
　
　
　
幹
　
康
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凡
　
例

■
本
訓
註
で
は
称
名
寺
所
蔵
（
金
沢
文
庫
管
理
）『
心
根
決
疑
章
』（
以
下
、
金
沢
文
庫
本
）
を
底
本
と
し
て
用
い
る
。
そ
の
本
文
は
す
で
に
舘
隆
志

「
称
名
寺
所
蔵
（
金
沢
文
庫
管
理
）『
心
根
決
疑
章
』
翻
刻
―
達
磨
宗
新
出
史
料
の
紹
介
」（『
東
ア
ジ
ア
仏
教
研
究
』
一
七
、二
〇
一
九
年
）
が
翻

刻
し
て
お
り
、
本
訓
註
に
も
こ
の
成
果
を
用
い
て
い
る
。

■
異
本
と
し
て
江
戸
時
代
に
刊
行
さ
れ
た
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
『
心
根
決
疑
章
』（
以
下
、
国
文
研
本
）
が
あ
り
、
適
宜
取
り
上
げ
る
。
な
お
、

国
文
研
本
の
翻
刻
と
、
金
沢
文
庫
本
と
の
対
校
は
、
舘
隆
志
「
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
『
心
根
決
疑
章
』
に
つ
い
て
」（『
駒
澤
大
學
佛
教
學
部

研
究
紀
要
』
八
〇
、二
〇
二
二
年
）
に
て
論
じ
て
お
り
、
本
訓
註
で
も
こ
の
成
果
を
用
い
て
い
る
。

■
文
量
を
踏
ま
え
て
全
体
を
大
ま
か
に
三
分
割
し
て
読
解
を
進
め
、
そ
の
成
果
を
三
年
に
分
け
て
発
表
す
る
予
定
で
あ
り
、
本
論
は
そ
の
成
果
の
一

部
に
あ
た
る
。

■
各
段
落
ご
と
に
①
か
ら
数
字
を
振
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
大
ま
か
な
文
脈
や
、
文
量
を
踏
ま
え
た
便
宜
上
の
も
の
で
あ
る
。

■
最
初
に
原
文
を
載
せ
、
次
に
書
き
下
し
、
次
に
訳
文
、
次
に
語
注
、
次
に
補
注
の
順
番
で
掲
載
し
た
。
ま
た
、
金
沢
文
庫
本
を
原
文
と
し
て
掲
載

す
る
が
、
そ
の
際
、
金
沢
文
庫
本
に
あ
る
訓
点
、
返
り
点
は
掲
載
し
な
か
っ
た
。

■
使
用
す
る
漢
字
は
常
用
漢
字
を
基
本
と
す
る
。

■
金
沢
文
庫
本
に
お
け
る
書
写
時
の
誤
読
・
誤
写
と
思
わ
れ
る
漢
字
に
つ
い
て
は
、
書
き
下
し
に
際
し
て
改
め
、
そ
の
当
該
漢
字
右
下
に
「*

」
を

附
し
、
注
記
に
て
そ
の
旨
を
記
し
て
い
る
。

■
書
き
下
し
に
あ
た
り
、
金
沢
文
庫
本
に
あ
る
訓
点
や
返
り
点
は
参
考
す
る
に
止
め
た
。
た
と
え
ば
、
金
沢
文
庫
本
に
は
「
唯
一
ナ
ラ
遂
ニ
使
メ
ツ
禅
家

解
ニ
経
一
ヲ
」
と
あ
る
が
、
こ
の
訓
点
通
り
に
読
ん
で
も
意
味
が
理
解
で
き
な
い
。
ま
た
、
こ
の
他
の
訓
点
や
返
り
点
か
ら
も
、
金
沢
文
庫
本
の
訓

点
や
返
り
点
は
著
者
自
身
が
付
け
た
も
の
と
は
考
え
が
た
い
。
そ
の
た
め
、
金
沢
文
庫
本
の
訓
点
や
返
り
点
と
一
致
し
て
い
な
い
読
み
が
少
な
く

な
い
こ
と
を
予
め
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

■
本
論
に
お
け
る
略
称
は
以
下
の
通
り
。
大
正
新
脩
大
蔵
経
＝
大
正
蔵
。
卍
続
蔵
経
＝
続
蔵
。
大
日
本
仏
教
全
書
（
大
日
本
仏
教
全
書
刊
行
会
）
＝

大
日
仏
。
道
元
禅
師
全
集
（
春
秋
社
）
＝
道
元
全
。
曹
洞
宗
全
書
＝
曹
全
。
真
言
宗
全
書
＝
真
言
全
。
浄
土
宗
全
書
＝
浄
全
。
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『
心
根
決
疑
章
』
訓
註

⑯
［
原
文
］
又
真
言
宗
中
□（
龍
）樹
ノ
菩
提
心
論
云
、
凡
夫
心
如
合
蓮
花
〈
云
々
〉。
高
野
大
師
秘
蔵
記
云
、
問
、
拠
秘
教
、
凡
夫
心
如
合
蓮
花
、
聖
人

心
似
開
蓮
花
。
若
以
眼
等
識
配
蓮
花
者
、
眼
等
識
為
在
心
花
所
、
在
眼
等
根
耶
。
答
、
在
心
識
所
。
問
、
若
眼
識
等
心
識
所
、
眼
根
等
曽
可
無
用
。

雖
眼
根
敗
、
尚
明
了
可
見
。
何
故
眼
毀
曽
不
見
耶
。
答
、
譬
如
室
中
灯
従
壁
穴
明
漏
出
。
穴
塞
則
光
明
不
流
出
。
眼
根
等
穴
穴
塞
時
、
何
得
光
明
流

出
耶
。〈
私
云
、
首
経
意
盲
人
〉。
見
暗
不
依
眼
根
、
但
是
無
明
。
見
何
虧
損
〈
云
々
〉。
依
此
応
言
、
見
不
出
入
、
常
遍
法
界
〈
云
々
〉
有
人
云
、

秘
蔵
記
者
非
大
師
記
〈
云
々
〉。

［
書
き
下
し
］
又ま

た
真
言
宗
中
の
龍
り
ゅ
う

樹じ
ゅ

の
『
菩ぼ

提だ
い

心し
ん

論ろ
ん

』
に
云
く
、「
凡
夫
の
心
は
合ご
う

蓮れ
ん

花げ

の
如
し
〈
云
々
〉」
と
。
高
野
大
師
の
『
秘ひ

蔵ぞ
う

記き

』
に
云
く
、

「
問
う
、「
秘ひ

教き
ょ
うに

拠よ

れ
ば
、
凡
夫
の
心
は
合
蓮
花
の
如
し
、
聖
人
の
心
は
開か
い

蓮れ
ん

花げ

に
似に

た
り
。
若も

し
眼げ
ん

等
の
識し
き

を
以
っ
て
蓮
花
に
配は
い

せ
ば
、
眼
等
の

識
は
為は

た
心し
ん

花げ

の
所
に
在
る
か
、
眼
等
の
根
に
在
る
か
」
と
。
答
う
、「
心し
ん

識し
き

の
所
に
在
り
」
と
。
問
う
、「
若
し
眼
識
等
心
識
の
所
に
あ
れ
ば
、
眼

根
等
は
曽か

つ
て
用
無
か
る
可
し
。
眼
根
敗や
ぶ

る
と
雖
も
、
尚な

お
明
み
ょ
う

了り
ょ
うに

見
る
可
し
。
何な
に

が
故ゆ
え

に
か
眼
毀や
ぶ

れ
ば
曽
つ
て
見
え
ざ
る
や
」
と
。
答
う
、「
譬た
と

え
ば
室
中
の
灯
と
も
し
びの
壁
の
穴あ
な

従よ

り
明あ
か

り
漏ろ

出し
ゅ
つす
る
が
如
し
。
穴
塞ふ
さ

げ
ば
則
ち
光
明
流
出
せ
ず
。
眼
根
等と
う

穴け
つ

穴け
つ

塞ふ
さ

が
る
時
、
何
ぞ
光
明
の
流
出
す
る
を
得

ん
や
」
と
。〈
私
に
云
く
、『
首
経
』
の
意
、盲
人
な
り
〉。
暗
を
見
る
こ
と
眼
根
に
依
ら
ず
、但
だ
是
れ
明
り
無
き
な
り
。
見け

ん

何な
ん

ぞ
虧き

損そ
ん

せ
ん
〈
云
々
〉。

此こ

れ
に
依よ

れ
ば
応ま
さ

に
言
う
べ
し
、見
出し
ゅ
つ

入に
ゅ
うせ

ず
、常
に
法
界
に
遍あ
ま
ねし

〈
云
々
〉。
有
る
人
云
く
、「『
秘
蔵
記
』
は
大
師
の
記
に
は
非
ら
ず
〈
云
々
〉」
と
。

○
真
言
宗
…
真
言
陀
羅
尼
宗
の
略
。
入
唐
し
て
日
本
に
密
教
を
伝
え
た
空
海
に
よ
り
始
め
ら
れ
る
。
○
龍
樹
ノ
菩
提
心
論
～
合
蓮
花
〈
云
々
〉

…
［
補
1
］。
○
龍
樹
…
二
世
紀
の
イ
ン
ド
僧
。
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
（
梵
：N

āgārjuna

）
の
こ
と
。
真
言
宗
で
は
龍
樹
は
「
付
法
八
祖
」
の

三
祖
と
さ
れ
た
。
○
菩
提
心
論
…
『
金
剛
頂
瑜
伽
中
発
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
論
』
の
略
。
龍
樹
の
作
と
伝
え
ら
れ
る
。
○
高
野
大
師
秘
蔵

記
～
常
遍
法
界
〈
云
々
〉
…
［
補
2
］。
○
高
野
大
師
秘
蔵
記
…
［
補
3
］。
○
秘
教
…
密
教
の
こ
と
。
○
聖
人
心
似
開
蓮
花
…
［
補
4
］。
○

心
花
…
心
蓮
。
心
蓮
花
の
こ
と
。
肉
団
心
を
指
す
。
○
心
識
…
密
教
で
は
、
心
臓
、
肉
団
心
の
こ
と
を
指
す
。
心
蓮
花
と
も
い
う
。
○
首
経
意

盲
人
…
［
補
5
］。
○
虧
損
…
毀
損
。
物
が
か
け
て
い
た
む
こ
と
。
○
法
界
…
こ
こ
で
は
、
全
世
界
の
意
味
。
○
有
人
云
、
秘
蔵
記
者
非
大
師

記
…
［
補
6
］。
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［
訳
］
ま
た
真
言
宗
中
の
龍
樹
の
『
菩
提
心
論
』
に
言
う
、「
凡
夫
の
心
は
閉
じ
て
い
る
蓮
花
の
よ
う
で
あ
る
〈
云
々
〉」
と
。
高
野
大
師
〔
空
海
〕

の
『
秘
蔵
記
』
に
言
う
、「
問
う
、「
秘
〔
密
〕
教
に
よ
れ
ば
、
凡
夫
の
心
は
閉
じ
て
い
る
蓮
花
の
よ
う
で
、
聖
人
の
心
は
開
い
て
い
る
蓮
花
の
よ
う

で
あ
る
。
も
し
眼
等
の
識
を
蓮
花
に
当
て
て
み
れ
ば
、眼
等
の
識
は
心
〔
蓮
〕
花
（
肉
団
心
）
に
在
る
か
、眼
等
の
根
に
在
る
か
」
と
。
答
え
る
、「
心

識
（
心
蓮
花
＝
肉
団
心
）
に
在
る
」
と
。
問
う
、「
も
し
眼
識
等
が
心
識
（
心
蓮
花
＝
肉
団
心
）
に
在
る
な
ら
ば
、
眼
根
等
に
は
は
た
ら
き
が
な
い
。

眼
根
が
毀
損
し
た
と
し
て
も
、
ま
だ
は
っ
き
り
と
見
え
る
は
ず
で
あ
る
。
ど
う
い
う
理
由
で
、
眼
が
毀
損
し
た
ら
見
え
な
く
な
る
の
か
」
と
。
答
え

る
、「
た
と
え
ば
、
室
中
の
灯
が
壁
の
穴
よ
り
漏
れ
出
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
穴
が
塞
が
れ
ば
光
り
は
漏
れ
出
な
い
。
眼
根
等
の
穴
が
一
つ
一
つ

す
べ
て
塞
が
っ
た
時
に
は
、
ど
う
し
て
光
明
が
流
出
す
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
」
と
。〈
私
に
言
う
、『
首
楞
厳
経
』
の
意
は
盲
人
で
あ
る
〉。
暗
を
見

る
こ
と
は
眼
根
に
よ
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
た
だ
明
か
り
が
無
い
た
め
で
あ
る
。
見
る
と
い
う
は
た
ら
き
が
ど
う
し
て
壊
れ
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か

〈
云
々
〉。
以
上
の
こ
と
か
ら
以
下
の
よ
う
に
言
え
る
、
見
る
は
た
ら
き
は
出
入
が
な
く
、
常
に
世
界
に
遍
満
し
て
い
る
〈
云
々
〉。
あ
る
人
が
言
う
、

「『
秘
蔵
記
』
は
〔
高
野
〕
大
師
の
撰
述
で
は
な
い
〈
云
々
〉」
と
。

［
補
注
］

1　

菩
提
心
論
云
、
凡
夫
心
如
合
蓮
花
〈
云
々
〉
…
『
金
剛
頂
瑜
伽
中
發
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
論
』「
凡
人
心
如
合
蓮
華
。
仏
心
如
満
月
」（
大

正
蔵
三
二
・
五
七
四
b
）
と
あ
る
。『
金
剛
頂
瑜
伽
中
發
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
論
』
は
龍
樹
の
作
と
伝
え
ら
れ
る
。

2 

高
野
大
師
秘
蔵
記
～
常
遍
法
界
〈
云
々
〉
…
『
秘
蔵
記
』「
問
、
拠
密
教
、
凡
夫
心
如
合
蓮
華
、
聖
人
心
似
開
蓮
華
。
若
以
眼
等
識
配
心
蓮
花
者
、

眼
等
識
、
為
在
心
華
所
、
為
在
眼
根
等
所
耶
。
答
、
在
心
識
所
。
問
、
若
眼
識
等
在
心
識
所
、
眼
根
等
曽
可
無
用
。
雖
眼
根
毀
尚
明
了
可
見
。
何

故
眼
根
毀
曽
不
見
耶
。
答
、
譬
如
室
中
灯
従
壁
穴
明
漏
出
。
穴
塞
則
光
明
不
流
出
。
眼
根
等
□
穴
塞
時
、
何
得
光
明
流
出
耶
」（『
定
本　

弘
法
大

師
全
集
』
巻
五
・
四
二
～
四
三
）。

3　

高
野
大
師
秘
蔵
記
…
『
秘
蔵
記
』
の
こ
と
。
空
海
の
著
述
と
伝
え
ら
れ
て
い
た
が
、空
海
の
著
述
と
し
て
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
か
つ
て
は
、

『
弘
法
大
師
全
集
』
巻
二
に
収
録
さ
れ
て
い
た
が
、『
定
本　

弘
法
大
師
全
集
』
で
は
、
巻
五
に
参
考
資
料
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。『
秘
蔵
記
』

の
内
容
に
つ
い
て
は
、
大
沢
聖
寛
『
仁
和
寺
蔵
本
秘
蔵
記
―
―
翻
刻
・
校
訂
・
現
代
語
訳
』（
ノ
ン
ブ
ル
社
、
二
〇
〇
九
年
）
も
参
照
。

4　

聖
人
心
似
開
蓮
花
…
澄
豪
（
一
〇
四
九
～
一
一
三
三
）『
総
持
抄
』
に
も
、「
秘
蔵
記
云
、
凡
夫
心
如
合
蓮
華
、
聖
人
心
似
開
蓮
華
文
」（
大
正

蔵
七
七
・
六
九
c
）
と
引
か
れ
て
い
る
。
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5　

首
経
意
盲
人
…
『
首
楞
厳
経
』
巻
一
「
仏
告
阿
難
、
如
来
今
日
実
言
告
汝
、
諸
有
智
者
要
以
譬
喻
而
得
開
悟
。
阿
難
、
譬
如
我
拳
若
無
我
手
不

成
我
拳
。
若
無
汝
眼
不
成
汝
見
。
以
汝
眼
根
例
我
拳
理
、
其
義
均
不
。
阿
難
言
、
唯
然
、
世
尊
、
既
無
我
眼
不
成
我
見
、
以
我
眼
根
例
如
来
拳
、

事
義
相
類
。
仏
告
阿
難
、
汝
言
相
類
、
是
義
不
然
。
何
以
故
如
無
手
人
拳
畢
竟
滅
、
彼
無
眼
者
非
見
全
無
。
所
以
者
何
。
汝
試
於
途
詢
問
盲
人
、

汝
何
所
見
。
彼
諸
盲
人
必
来
答
汝
、
我
今
眼
前
唯
見
黒
暗
、
更
無
他
矚
。
以
是
義
観
、
前
塵
自
暗
。
見
何
虧
損
。
阿
難
言
、
諸
盲
眼
前
唯
覩
黒
暗
、

云
何
成
見
。
仏
告
阿
難
、
諸
盲
無
眼
唯
観
黒
暗
、
与
有
眼
人
処
於
暗
室
、
二
黒
有
別
。
為
無
有
別
。
如
是
、
世
尊
、
此
暗
中
人
与
彼
群
盲
、
二
黒

校
量
曽
無
有
異
。
阿
難
、
若
無
眼
人
全
見
前
黒
、
忽
得
眼
光
還
於
前
塵
、
見
種
種
色
名
眼
見
者
、
彼
暗
中
人
全
見
前
黒
、
忽
獲
灯
光
亦
於
前
塵
見

種
種
色
、
応
名
灯
見
。
若
灯
見
者
灯
能
有
見
自
不
名
灯
。
又
則
灯
観
何
関
汝
事
。
是
故
当
知
灯
能
顕
色
。
如
是
見
者
是
眼
非
灯
。
眼
能
顕
色
。
如

是
見
性
是
心
非
眼
」（
大
正
蔵
一
九
・
一
〇
九
b
）。

6　

有
人
云
、
秘
蔵
記
者
非
大
師
記
…
降
瑜
（
一
七
七
三
～
一
八
五
〇
）『
拾
要
記
』
を
引
く
、
心
覚
（
一
一
一
七
～
一
一
八
〇
）
の
口
伝
集
に
は
、

「
或
云
、
秘
蔵
記
大
師
御
作
也
云
々
。
或
言
、
恵
果
口
伝
是
唐
書
也
云
々
」（
真
言
全
九
・
一
三
五
～
一
三
六
）
と
あ
る
（
向
井
隆
健
「「
秘
蔵
記
」

成
立
考
」『
密
教
学
研
究
』
十
五
、一
九
八
三
年
）。『
秘
蔵
記
』
の
最
も
古
い
注
釈
書
で
あ
る
深
賢
（
？
～
一
二
六
一
）
の
『
秘
蔵
抄
』（
深
賢
抄
）

に
、「
不
空
口
説
恵
果
記
」「
恵
果
口
説
大
師
記
」
と
あ
り
、
そ
の
後
、『
秘
蔵
抄
』（
深
賢
抄
）
の
説
は
、
多
く
の
注
釈
書
で
受
け
継
が
れ
て
い
っ

た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
中
川
善
教
「
秘
蔵
記
に
つ
い
て
の
序
説
」『
密
教
学
研
究
』
一
、一
九
六
九
年
）。
こ
の
よ
う
に
、
鎌
倉
前
期
に
お

い
て
は
、『
秘
蔵
記
』
は
、
著
者
を
空
海
と
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
一
方
で
、
異
説
が
あ
る
こ
と
も
あ
る
程
度
知
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

⑰
［
原
文
］
又
瑜
伽
論
第
一
云
、
爾
時
父
母
貪
愛
俱
極
、
最
後
決
定
各
出
一
滴
濃
厚
精
血
、
二
滴
和
合
住
母
胎
中
合
為
一
段
。
猶
如
熟
乳
凝
結
之
時
。

当
於
此
処
一
切
種
子
異
熟
所
摂
、
執
受
所
依
阿
頼
耶
識
和
合
依
託
。
又
云
、
此
羯
邏
藍
〈
此
云
疑*

得*

〉
色
与
心
心
所
安
危
共
同
故
依
託
。
由
心

心
所
依
託
力
故
、
色
不
爛
壊
。
色
損
益
故
、
彼
亦
損
益
。
又
羯
邏
藍
識
最
初
託
処
即
名
肉
心
。
如
是
識
於
此
処
最
初
託
、
還
即
従
此
処
最
後
捨
。

［
書
き
下
し
］
又
た
『
瑜ゆ

伽が

論ろ
ん

』
第
一
に
云
く
、「
爾そ

の
時
父ぶ

母も

の
貪と
ん

愛あ
い

俱と
も

に
極き
わ

ま
り
、
最
後
決け
つ

定じ
ょ
うし

て
各
お
の
一
滴
の
濃の
う

厚こ
う

精せ
い

血け
つ

を
出い

だ
し
、
二
滴

和わ

合ご
う

し
て
母も

胎た
い

の
中
に
住
し
、
合が
っ

し
て
一
段
と
為な

る
。
猶な

お
熟
じ
ゅ
く

乳に
ゅ
うの
凝ぎ
ょ
う
け
つ
結
の
時
の
如
し
。
此
の
処
に
当
り
て
一
切
種し
ゅ
う

子じ

の
異い
じ
ゅ
く熟
に
摂し
ょ
うせ
ら
れ
、
執
し
ゅ
う

受じ
ゅ

の
所し
ょ

依え

た
る
阿あ

頼ら

耶や

識し
き

に
和わ

合ご
う

し
依え

託た
く

す
」
と
。
又
た
云
く
、「
此
の
羯か

邏ら

藍ら

〈
此
れ
を
凝
ぎ
ょ
う*

滑こ
つ*

と
云
う
〉
の
色し
き

と
心し
ん

・
心し
ん

所じ
ょ

と
は
安あ
ん

危き

共ぐ
う

同ど
う

な
る
が
故ゆ
え

に
依
託
す
。
心
・
心
所
の
依え

託た
く

力り
き

に
由よ

る
が
故ゆ
え

に
、
色
爛ら
ん

壊え

せ
ず
。
色
損そ
ん

益や
く

す
る
が
故
に
、
彼
も
亦
た
損
益
す
。
又
た
羯
邏
藍
の
識
の
最
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初
に
託
す
る
処
を
即
ち
肉に
く

心し
ん

と
名
づ
く
。
是か
く

の
如
く
識し
き

此こ

の
処
に
於
い
て
最
初
に
託
し
、
還ま

た
即す
な
わち
此
の
処
よ
り
最
後
に
捨し
ゃ

す
」
と
。

○
瑜
伽
論
第
一
～
和
合
依
託
…
［
補
1
］。
○
瑜
伽
論
…
『
瑜
伽
師
地
論
』
の
こ
と
。
○
貪
愛
…
好
ま
し
い
対
象
に
強
く
執
着
す
る
こ
と
。
○

決
定
…
必
ず
。
必
然
的
に
。
○
種
子
…
［
梵
］bīja

の
訳
。
い
ろ
い
ろ
の
現
象
を
起
こ
さ
せ
る
可
能
性
。
植
物
の
種
子
に
た
と
え
て
い
う
。
阿

頼
耶
識
の
中
に
存
在
す
る
。
○
異
熟
…
過
去
世
や
現
世
な
ど
の
行
為
を
因
と
し
て
、
未
来
世
に
果
報
が
生
じ
る
際
、
そ
の
果
報
が
因
と
異
な
っ

た
形
で
熟
す
る
こ
と
を
い
う
。
○
執
受
…
心
・
心
所
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
る
身
体
。
○
所
依
…
よ
り
ど
こ
ろ
。
根
拠
。
○
阿
頼
耶
識
…
根

本
的
な
識
。
第
八
識
。
○
依
託
…
よ
り
ど
こ
ろ
と
す
る
。
相
互
に
影
響
し
あ
う
こ
と
。
○
此
羯
邏
藍
～
此
処
最
後
捨
…
［
補
2
］。
○
羯
邏
藍

…
受
胎
直
後
の
七
日
間
。
○
疑
得
…
凝
滑
。
羯
邏
藍
の
別
称
［
補
3
］。
○
心
・
心
所
…
心
と
心
の
は
た
ら
き
。
心
と
心
に
属
す
る
精
神
作
用
。

○
安
危
共
同
…
安
危
同
一
。
一
方
が
良
い
状
態
に
あ
れ
ば
他
方
も
良
い
状
態
に
な
り
、
逆
に
一
方
が
悪
い
状
態
で
あ
れ
ば
他
方
も
悪
い
状
態
と

な
る
相
互
関
係
を
い
う
。
身
体
と
そ
の
構
成
要
素
、
羯
邏
藍
と
心
・
心
所
、
身
体
と
識
、
の
相
互
関
係
が
こ
れ
に
当
た
る
。
○
爛
壊
…
た
だ
れ

く
ず
れ
る
。
○
損
益
…
損
じ
、
ま
た
は
益
す
る
こ
と
。
○
肉
心
…
肉
団
心
。
心
臓
。

［
訳
］
又
た
『
瑜
伽
論
』
第
一
に
言
う
、「
そ
の
時
、
父
母
の
貪
愛
が
と
も
に
極
ま
る
と
、
最
後
に
必
ず
そ
れ
ぞ
れ
一
滴
の
濃
厚
な
精
液
と
血
液
を
出

し
、
そ
の
二
滴
が
和
合
し
て
母
胎
の
中
に
留
ま
り
合
わ
さ
っ
て
ま
じ
り
一
つ
と
な
る
。
ま
る
で
成
熟
し
た
乳
が
凝
結
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ

で
、
一
切
の
種
子
は
異
熟
〔
識
〕
に
お
さ
め
ら
れ
、
執
受
（
有
根
身
・
種
子
）
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
あ
る
阿
頼
耶
識
に
和
合
し
、〔
そ
こ
を
よ
り
ど
こ

ろ
と
し
て
〕
存
在
を
託
す
」
と
。
ま
た
言
う
、「
羯
邏
藍
（
受
胎
直
後
の
七
日
間
）〈
こ
れ
を
凝
滑
と
も
言
う
〉
の
色
（
形
あ
る
も
の
）
と
心
と
心
所

は
、
安
危
同
一
な
の
で
相
互
に
影
響
し
あ
う
。
心
と
心
所
の
相
互
に
影
響
し
あ
う
力
に
よ
る
か
ら
、
色
（
形
あ
る
も
の
）
は
た
だ
れ
壊
れ
な
い
。
色

（
形
あ
る
も
の
）
に
損
益
が
あ
る
の
で
、
彼
も
損
益
す
る
。
ま
た
羯
邏
藍
（
受
胎
直
後
の
七
日
間
）
の
識
が
最
初
に
託
す
る
と
こ
ろ
を
肉
心
（
心
臓
）

と
名
づ
け
る
。
こ
の
よ
う
に
、
識
は
こ
こ
（
心
臓
）
に
最
初
に
託
さ
れ
、
ま
た
そ
れ
（
識
）
が
こ
こ
（
心
臓
）
か
ら
最
後
に
抜
け
出
て
い
く
」
と
。

［
補
注
］

1　

瑜
伽
論
第
一
～
和
合
依
託
…
『
瑜
伽
師
地
論
』
巻
一
「
爾
時
父
母
貪
愛
倶
極
、
最
後
決
定
、
各
出
一
滴
濃
厚
精
血
、
二
滴
和
合
住
母
胎
中
、
合

為
一
段
。
猶
如
熟
乳
凝
結
之
時
。
当
於
此
処
、
一
切
種
子
異
熟
所
摂
執
受
所
依
阿
頼
耶
識
和
合
依
託
」（
大
正
蔵
三
〇
・
二
八
三
a
）。

2　

此
羯
邏
藍
～
此
処
最
後
捨
…
『
瑜
伽
師
地
論
』
巻
一
「
又
此
羯
羅
藍
色
与
心
心
所
安
危
共
同
故
名
依
託
。
由
心
心
所
依
託
力
故
。
色
不
爛
壊
、

色
損
益
故
、
彼
亦
損
益
。
是
故
説
彼
安
危
共
同
。
又
此
羯
羅
藍
識
最
初
託
処
即
名
肉
心
。
如
是
識
於
此
処
最
初
託
、
即
従
此
処
最
後
捨
」（
大
正
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蔵
三
〇
・
二
八
三
c
）。

3　

疑
得
…
誤
写
に
つ
き
書
き
下
し
で
は
凝
滑
に
改
め
る
。
凝
滑
は
羯
邏
藍
の
別
称
。
法
宝
『
俱
舎
論
疏
』
巻
九
「
分
別
世
品
三
」「
羯
剌
藍
者
此

云
和
合
、
或
云
雑
染
、
或
云
凝
滑
」（
大
正
蔵
四
一
・
五
九
七
a
）、
法
雲
『
翻
訳
名
義
集
』「
歌
羅
邏
。
或
羯
邏
藍
此
云
凝
滑
。
又
云
雑
穢
」（
大

正
蔵
五
四
・
一
一
〇
六
b
）、
子
璿
『
首
楞
厳
義
疏
注
経
』
巻
七
に
「
羯
邏
藍
者
此
云
凝
滑
」（
大
正
蔵
三
九
・
九
二
三
c
）
と
あ
る
。

⑱
［
原
文
］
又
云
、
又
将
終
時
、
作
悪
業
者
識
、
於
所
依
従
上
分
捨
、
即
従
上
分
冷
触
随
起
。
如
是
漸
捨
乃
至
心
処
。
造
善
業
者
識
、
於
所
依
従
下

分
捨
、
即
従
下
分
冷
触
随
起
。
如
是
漸
捨
乃
至
心
処
。
当
知
後
識
唯
心
処
捨
、
従
此
冷
触
遍
満
所
依
。
又
云
、
譬
如
灯
焔
生
時
、
内
執
膏
炷
、
外
発

光
明
。
如
是
阿
頼
耶
識
、
縁
内
執
受
、
縁
外
器
相
。
生
起
道
理
、
応
知
亦
爾
〈
私
云
、
此
文
粗
似
秘
蔵
記
意
、
而
猶
不
及
首
経
之
中
瓶
空
之
喩
〉。

［
書
き
下
し
］
又
た
云
く
、「
又
た
将ま

さ

に
終
ら
ん
と
す
る
時
、
悪あ
く

業ご
う

を
作つ
く

る
者
の
識
、
所し
ょ

依え

に
於
い
て
上
じ
ょ
う

分ぶ
ん

よ
り
捨
し
、
即
ち
上
分
よ
り
冷れ
い

触そ
く

随
っ
て

起
こ
る
。
是か

く

の
如
く
漸よ
う
やく

捨
し
乃す
な
わち

心し
ん

処じ
ょ

に
至い
た

る
。
善ぜ
ん

業ご
う

を
造つ
く

る
者
の
識
は
所
依
に
於
い
て
下げ

分ぶ
ん

よ
り
捨
し
、即
ち
下
分
よ
り
冷
触
随
っ
て
起
こ
る
。

是
の
如
く
漸
く
捨
し
、
乃
ち
心
処
に
至
る
。
当ま

さ

に
知
る
べ
し
後
に
識し
き

は
唯た

だ
心
処
よ
り
捨
す
、
此こ

れ
従
り
冷
触
所
依
に
遍へ
ん

満ま
ん

す
」
と
。
又
た
云
く
、

「
譬た

と

え
ば
灯と
う

焔え
ん

の
生し
ょ
うず

る
時
、
内
に
膏こ
う

炷ち
ゅ
うを

執と

り
、
外
に
光こ
う

明み
ょ
うを

発
す
る
が
如
し
。
是
の
如
く
阿
頼
耶
識
、
内
の
執
し
ゅ
う

受じ
ゅ

を
縁え
ん

じ
、
外
の
器き

の
相そ
う

を
縁
ず
。

生し
ょ
う

起き

の
道
理
、
応ま
さ

に
亦
た
爾し
か

り
と
知
る
べ
し
」
と
〈
私
に
云
く
、
此こ

の
文
粗ほ

ぼ
『
秘ひ

蔵ぞ
う

記き

』
の
意
に
似
た
る
も
、
猶な

お
『
首し
ゅ

経き
ょ
う』
の
中
の
瓶
び
ょ
う

空く
う

の

喩た
と
えに
及お
よ

ば
ず
〉。

○
又
将
終
時
作
悪
業
者
～
遍
満
所
依
…
［
補
1
］。
○
譬
如
灯
焔
生
時
～
応
知
亦
爾
…
［
補
2
］。
○
所
依
…
よ
り
ど
こ
ろ
。
○
心
処
…
心
臓
。

○
膏
炷
…
ア
ブ
ラ
の
灯
火
。
○
阿
頼
耶
識
…
根
本
的
な
識
。
第
八
識
。
○
執
受
…
外
の
対
象
を
あ
り
と
認
め
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
感
覚
を
生
ず

る
こ
と
。
○
縁
…
対
象
に
と
る
。
○
器
相
…
器
世
界
。
器
と
し
て
の
世
界
。
○
秘
蔵
記
…
空
海
の
著
述
と
伝
え
ら
れ
る
。
⑯
［
補
3
］
参
照
。

○
猶
不
及
首
経
之
中
瓶
空
之
喩
…
［
補
3
］。
○
瓶
空
之
喩
…
［
補
4
］。

［
訳
］
ま
た
『
瑜
伽
師
地
論
』
に
言
う
、「
ま
た
い
ま
に
も
〔
命
の
〕
尽
き
よ
う
と
す
る
時
、
悪
業
を
作
っ
た
者
の
識
は
、
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
〔
身

体
の
〕
上
の
方
か
ら
解
き
放
た
れ
、〔
身
体
の
〕
上
の
方
よ
り
冷
た
く
な
る
こ
と
が
次
第
に
起
こ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
だ
ん
た
ん
と
抜
け
出
て
、

そ
う
し
て
心
処
（
心
臓
）
に
至
る
。
善
業
を
造
っ
た
者
の
識
は
、
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
〔
身
体
の
〕
下
の
方
よ
り
抜
け
出
て
、〔
身
体
の
〕
下
の
方

よ
り
冷
た
く
な
る
こ
と
が
次
第
に
起
こ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
だ
ん
た
ん
と
抜
け
出
て
、
そ
う
し
て
心
処
（
心
臓
）
に
至
る
。〔
最
〕
後
に
は
識
は
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た
だ
心
処
（
心
臓
）
か
ら
解
き
放
た
れ
、
こ
れ
よ
り
冷
た
く
な
る
こ
と
が
よ
り
ど
こ
ろ
〔
と
な
る
身
体
〕
に
遍
満
す
る
こ
と
が
分
か
る
」
と
。
ま
た

『
瑜
伽
師
地
論
』
に
言
う
、「
た
と
え
ば
灯
火
の
炎
が
生
ま
れ
る
時
、
内
に
は
灯
芯
を
燃
や
し
な
が
ら
、
外
に
は
光
明
を
発
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
阿
頼
耶
識
は
、〔
自
分
の
〕
内
側
の
執
受
（
有
根
身
・
種
子
）
を
認
識
対
象
と
し
て
お
こ
し
、
外
側
の
器
世
界
を
対
象
に
と
る
。
生

起
の
道
理
は
、
こ
の
よ
う
に
理
解
で
き
る
」
と
〈
私
の
考
え
で
あ
る
が
、
こ
の
文
は
、
ほ
と
ん
ど
『
秘
蔵
記
』
と
同
じ
意
味
で
あ
る
が
、『
首
楞
厳
経
』

の
瓶
を
も
っ
て
空
〔
は
遍
満
し
て
い
る
こ
と
〕
を
た
と
え
た
話
に
は
及
ば
な
い
〉。

［
補
注
］

1　

又
将
終
時
作
悪
業
者
～
遍
満
所
依
…
『
瑜
伽
師
地
論
』
巻
一
「
又
将
終
時
、
作
悪
業
者
識
、
於
所
依
従
上
分
捨
。
即
従
上
分
冷
触
随
起
。
如
此

漸
捨
乃
至
心
処
。
造
善
業
者
識
、
於
所
依
従
下
分
捨
。
即
従
下
分
冷
触
随
起
。
如
此
漸
捨
乃
至
心
処
。
当
知
後
識
唯
心
処
捨
、
従
此
冷
触
遍
満
所

依
」（
大
正
蔵
三
〇
・
二
八
二
a
）。

2　

譬
如
灯
焔
生
時
～
応
知
亦
爾
…
『
瑜
伽
師
地
論
』
巻
五
十
一
「
譬
如
灯
焔
生
時
、内
執
膏
炷
外
発
光
明
。
如
是
阿
頼
耶
識
縁
内
執
受
縁
外
器
相
。

生
起
道
理
応
知
亦
爾
」（
大
正
蔵
三
〇
・
五
八
〇
a
）。

3　

不
及
首
経
之
中
瓶
空
之
喩
…
仏
地
房
覚
晏
は
、
多
武
峰
に
お
い
て
、『
首
楞
厳
経
』
の
「
頻
伽
瓶
喩
」
を
説
法
で
用
い
て
い
た
こ
と
が
、
覚
晏

に
参
じ
た
懐
奘
の
伝
記
に
記
さ
れ
て
い
る
。『
三
大
尊
行
状
記
』
懐
奘
伝
に
は
「
参
多
武
峰
達
磨
宗
覚
晏
上
人
。
聞
見
性
成
仏
之
旨
、
至
首
棱
厳

之
頻
伽
瓶
喩
。
知
無
空
之
去
来
。
明
無
識
生
滅
。
晏
即
座
即
記
曰
、
汝
無
始
曠
劫
之
無
明
、
即
解
脱
了
也
」（
曹
全
一
六
・
一
四
）
と
あ
る
。
ま
た
、

瑩
山
紹
瑾
『
伝
光
録
』「
浄
土
ノ
教
門
ヲ
学
シ
、
小
坂
ノ
奥
義
ヲ
聞
き
て
後
、
鵡

タ
ウ
ノ

峰
の
仏
地
上
人
、
ト（
遠
）ヲ
ク
仏
照
禅
師
ノ
祖
風
ヲ
受
テ
見
性
ノ
義

ヲ
談
ス
。
師
ユ（

行
）イ

テ
訪
フ
。
精
窮
群
ニ
コ
ユ
。
有
る
時
、
首
楞
厳
経
ノ
談
有
り
。
頻
伽
瓶
喩
の
処
ニ
至
テ
空
ヲ
入
ニ
空
増
セ
ス
、
空
空
ト
ル
ニ
空

減
セ
ス
、
深
く
契
処
有
り
。
仏
地
上
人
示
す
、
如
何
カ
無
始
曠
劫
ヨ
リ
此
方
、
罪
根
惑
障
悉
く
消
し
、
苦
み
皆
な
解
脱
シ
畢
る
と
。
時
に
会
学
卅

余
輩
、
皆
な
以
て
奇
異
の
思
い
ヲ
ナ
シ
皆
な
悉
く
敬
慕
ス
」（
乾
坤
院
本
『
伝
光
録
』
巻
正
、
一
〇
二
丁
表
）
と
あ
る
。
こ
の
二
書
に
よ
れ
ば
、

覚
晏
は
「
空
を
入
る
る
に
空
増
せ
ず
、
空
空
を
取
る
に
空
減
ぜ
ず
」
と
言
い
、
こ
れ
を
受
け
て
懐
奘
は
「
知
無
空
之
去
来
。
明
無
識
生
滅
」
を
知

り
「
深
く
契
処
」
し
た
こ
と
に
な
る
。

4　

瓶
空
之
兪 

…
『
首
楞
厳
経
』
巻
二
「
阿
難
、
譬
如
有
人
取
頻
伽
瓶
、
塞
其
両
孔
満
中
擎
空
、
千
里
遠
行
用
餉
他
国
。
識
陰
当
知
亦
復
如
是
。

阿
難
、
如
是
虚
空
非
彼
方
来
非
此
方
入
。
如
是
阿
難
、
若
彼
方
来
、
則
本
瓶
中
既
貯
空
去
、
於
本
瓶
地
応
少
虚
空
。
若
此
方
入
、
開
孔
倒
瓶
応
見
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空
出
。
是
故
当
知
識
陰
虚
妄
、
本
非
因
縁
、
非
自
然
性
」（
大
正
蔵
一
九
・
一
一
四
c
）
と
あ
る
。

⑲
［
原
文
］
又
宗
鏡
録
第
四
云
、
古
釈
有
四
。
一
紇
利
陀
耶
。
此
云
肉
団
心
。
身
中
五
蔵
心
也
。
如
黄
廷*

経
所
明
。
二
縁
慮
心
。
此
是
八
識
。
倶

能
縁
慮
自
分
境
故
。
三
質
多
耶
。
此
云
集
起
心
。
唯
第
八
識
。
積
集
種
子
生
起
現
行
。
四
乾
栗
陀
耶
。
此
云
堅
実
心
。
亦
云
真
実
心
。
此
是
真
心
也
。

然
第
八
無
別
自
体
。
但
是
真
心
、
以
不
覚
故
、
与
諸
妄
想
有
和
合
不
和
合
義
。
和
合
義
者
能
含
染
浄
目
為
蔵
識
。
不
和
合
義
体
常
不
変
目
為
真
如
。

故
知
四
種
心
本
同
一
体
〈
已
上
〉。

［
書
き
下
し
］
又
た
『
宗す

鏡ぎ
ょ
う

録ろ
く

』
第
四
に
云
く
、「
古こ

釈し
ゃ
くに

四
有
り
。
一
は
紇き

利り

陀だ

耶や

な
り
。
此こ
こ

に
肉に
く

団だ
ん

心し
ん

と
云
う
。
身し
ん

中ち
ゅ
うの

五ご

蔵ぞ
う

の
心し
ん

な
り
。『
黄こ
う

庭て
い*

経き
ょ
う』に

明あ
き
らめ

る
所
の
如
し
。
二
は
縁え
ん

慮り
ょ

心し
ん

な
り
。
此こ

れ
は
是こ

れ
八は
っ

識し
き

な
り
。
倶と
も

に
能よ

く
自
分
の
境き
ょ
うを

縁え
ん

慮り
ょ

す
る
が
故ゆ
え

な
り
。
三
は
質し
っ

多た

耶や

な
り
。

此
に
集

じ
ゅ
う

起き

心し
ん

と
云
う
。
唯た

だ
第
八
識
の
み
な
り
。
種
し
ゅ
う

子じ

を
積
し
ゃ
く

集じ
ゅ
うし
現げ
ん

行ぎ
ょ
うを
生し
ょ
う
き起
す
る
な
り
。
四
は
乾け
ん

栗り
つ

陀だ

耶や

な
り
。
此こ
こ

に
堅け
ん

実じ
つ

心し
ん

と
云い

う
。
亦ま

た
真し
ん

実じ
つ

心し
ん

と
も
云
う
。
此
れ
は
是
れ
真し
ん

心じ
ん

な
り
。
然し
か

る
に
第
八
に
は
別
の
自じ

体た
い

無な

し
。
但た

だ
是
れ
真
心
に
し
て
、
不ふ

覚か
く

を
以も
っ

て
の
故
に
、
諸し
ょ

妄も
う

想ぞ
う

と
和わ

合ご
う

不ふ

和わ

合ご
う

の
義ぎ

有
る
の
み
。
和
合
の
義
は
能
く
染ぜ
ん

浄じ
ょ
うを
含
み
目な

づ
け
て
蔵ぞ
う

識し
き

と
為な

す
。
不
和
合
義
は
体た
い

常つ
ね

に
不ふ

変へ
ん

に
し
て
目な

づ
け
て
真し
ん

如に
ょ

と
為な

す
。
故

に
知し

ん
ぬ
四し

種し
ゅ

の
心
は
本も

と
同ど
う

一い
つ

体た
い

な
る
を
〈
已
上
〉」
と
。

○
宗
鏡
録
第
四
云
～
本
同
一
体
…
［
補
1
］。
○
紇
利
陀
耶
…
［
梵
］hṛdaya

の
音
写
。
こ
こ
で
は
心
臓
の
こ
と
。
肉
団
心
と
も
漢
訳
さ
れ
る
。

○
黄
廷
経
…
黄
庭
経
。
道
教
経
典
。『
上
清
黄
庭
内
景
経
』『
上
清
黄
庭
外
景
経
』
の
総
称
。
具
体
的
な
経
典
や
箇
所
に
つ
い
て
は
不
明
。
○
縁

慮
心
…
感
覚
や
知
覚
を
意
識
し
た
り
、
も
の
ご
と
を
思
惟
し
た
ち
す
る
心
の
は
た
ら
き
。
慮
知
心
と
も
。
境
界
を
攀
縁
し
、
事
物
を
思
慮
す
る

こ
と
か
ら
遠
慮
と
い
う
。
○
質
多
耶
…［
梵
］citta
の
音
写
。
質
多
。
心
と
漢
訳
す
る
。
慮
知
心
と
も
。
○
集
起
心
…
質
多
耶
の
異
称［
補
2
］。

○
現
行
…
現
に
は
た
ら
い
て
い
る
も
の
。
○
乾
栗
陀
耶
…
［
梵
］hṛdaya

の
音
写
。
衆
生
本
有
の
本
性
［
補
3
］。
○
堅
実
心
…
衆
生
が
本
来

そ
な
え
て
い
る
心
性
。
○
自
体
…
本
体
。
本
性
。
○
不
覚
…
心
の
本
性
に
対
す
る
迷
い
。
○
妄
想
…
誤
っ
た
想
念
。
○
和
合
不
和
合
義
…
『
起

信
論
』
の
説
。
染
と
浄
と
が
和
合
し
た
も
の
を
第
八
識
、
和
合
せ
ず
に
絶
対
不
変
の
も
の
を
真
如
と
す
る
。
○
染
浄
…
け
が
れ
た
こ
と
と
清
ら

か
な
こ
と
。
○
蔵
識
…
阿
頼
耶
識
の
こ
と
。
○
体
…
本
体
。
○
真
如
…
普
遍
的
真
理
。
万
有
の
根
源
。

［
訳
］
ま
た
『
宗
鏡
録
』
第
四
に
言
う
、「
古
釈
に
四
つ
あ
る
。
一
つ
は
紇
利
陀
耶
で
あ
る
。
こ
こ
〔
中
国
〕
で
は
肉
団
心
と
言
う
。
身
体
中
の
五
蔵

の
心
〔
蔵
〕
で
あ
る
。〔
心
臓
の
こ
と
は
〕『
黄
庭
経
』
に
明
か
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
二
つ
め
は
縁
慮
心
で
あ
る
。
こ
れ
は
八
つ
の
識
で
あ
る
。
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い
ず
れ
も
自
分
の
対
境
を
対
象
と
し
て
と
る
こ
と
が
出
来
る
か
ら
、
縁
慮
心
と
名
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
三
つ
め
は
質
多
耶
で
あ
る
。
こ
こ
で
は

集
起
心
と
い
う
。
第
八
〔
阿
頼
耶
〕
識
の
こ
と
で
あ
る
。
種
子
を
積
集
し
現
行
を
生
起
す
る
か
ら
〔
名
付
け
ら
れ
た
の
〕
で
あ
る
。
四
つ
め
は
、
乾

栗
陀
耶
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
堅
実
心
と
言
い
、
ま
た
真
実
心
と
も
言
う
。
こ
れ
が
真
心
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
第
八
識
に
は
、
別
の
本
体
は
存
在
し

な
い
。
真
心
そ
の
も
の
で
あ
り
、
不
覚
（
迷
い
）
が
あ
る
た
め
に
、
諸
々
の
妄
想
と
和
合
し
て
い
る
、
和
合
し
て
い
な
い
と
い
う
意
味
が
あ
る
の
だ
。

和
合
し
て
い
る
と
い
う
の
は
、
汚
れ
や
清
ら
か
さ
を
含
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
そ
れ
を
蔵
識
（
含
む
こ
と
が
出
来
る
識
）
と
名
付
け
る
。
不
和
合

と
い
う
の
は
、
本
体
が
常
に
不
変
で
あ
る
の
で
真
如
と
名
付
け
る
。
そ
れ
故
に
、
四
種
の
心
は
本
来
同
一
体
で
あ
る
と
分
か
る
〈
已
上
〉」
と
。

［
補
注
］

1　

宗
鏡
録
第
四
云
～
本
同
一
体
…
『
宗
鏡
録
』
第
四
「
且
約
一
心
、
古
釈
有
四
。
一
紇
利
陀
耶
。
此
云
肉
団
心
。
身
中
五
蔵
心
也
。
如
黄
廷
経
所

明
。
二
縁
慮
心
。
此
是
八
識
。
倶
能
縁
慮
自
分
境
故
。
色
是
眼
識
境
。
根
身
種
子
器
世
界
。
是
阿
頼
耶
識
之
境
。
各
縁
一
分
故
云
自
分
。
三
質
多

耶
。
此
云
集
起
心
。
唯
第
八
識
。
積
集
種
子
生
起
現
行
。
四
乾
栗
陀
耶
。
此
云
堅
実
心
。
亦
云
貞
実
心
。
此
是
真
心
也
。
然
第
八
識
無
別
自
体
。

但
是
真
心
、
以
不
覚
故
、
与
諸
妄
想
有
和
合
不
和
合
義
。
和
合
義
者
、
能
含
染
浄
、
目
為
蔵
識
。
不
和
合
者
体
常
不
変
目
為
真
如
。
都
是
如
来
蔵
。

故
楞
伽
経
云
、
寂
滅
者
名
為
一
心
。
一
心
者
即
如
来
蔵
。
如
来
蔵
亦
是
在
纒
法
身
。
経
云
、
隠
為
如
来
蔵
、
顕
為
法
身
。
故
知
四
種
心
本
同
一
体
」

（
大
正
蔵
四
八
・
四
三
四
c
）。『
宗
鏡
録
』
は
、
宗
密
『
禅
源
諸
詮
集
都
序
』
巻
上
之
一
「
汎
言
心
者
、
略
有
四
種
。
梵
語
各
別
翻
譯
亦
殊
。
一
紇

利
陀
耶
。
此
云
肉
団
心
（
中
略
）
故
知
四
種
心
本
同
一
体
」（
大
正
蔵
四
八
・
四
〇
一
c
～
四
〇
二
a
）
に
基
づ
く
。

2　

集
起
心
…
質
多
耶
の
異
称
。『
ア
ビ
ダ
ル
マ
コ
ー
シ
ャ
（
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
）』「
積
み
重
な
る
（cinoti

）
か
ら
心
（citta

）
で
あ
る
」（
櫻
部
建

『
倶
舎
論
の
研
究
―
界
・
根
品
』
一
九
六
九
年
、
三
〇
〇
頁
）、
真
諦
訳
『
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
』
巻
三
「
釈
曰
、
心
以
増
長
為
義
」（
大
正
蔵

二
九
・
一
八
〇
c
）、
玄
奘
訳
『
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
』
巻
四
「
論
曰
、
集
記
故
名
心
」（
大
正
蔵
二
九
・
二
一
c
）
と
あ
る
。

3　

質
多
耶
・
紇
利
陀
耶
・
乾
栗
陀
耶
…
質
多
耶
はcitta

の
音
写
、
紇
利
陀
耶
と
乾
栗
陀
耶
はhṛdaya

の
音
写
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
心
と
も
漢
訳

さ
れ
る
。
質
多
耶
・
紇
利
陀
耶
・
乾
栗
陀
耶
に
つ
い
て
は
、
船
山
徹
『
仏
教
漢
語 

語
義
解
釈 

漢
字
で
深
め
る
仏
教
理
解
』（
臨
川
書
店
、

二
〇
二
二
年
、
七
二
～
八
一
頁
）
に
お
け
る
仏
教
漢
語
の
「
心
」
の
解
説
を
参
照
。

⑳
［
原
文
］
如
是
文
証
非
但
一
処
。
然
宗
鏡
録
五
十
二
云
、
小
乗
云
、
我
宗
取
肉
団
与
第
六
識
為
依
。
何
要
別
執
有
第
七
識
耶
。
論
主
〈
護
法
〉
破
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云
、
不
可
説
第
六
依
於
色
。
第
六
有
三
分
別
随
念
計
度
自
性
分
別
故
、
故
若
許
第
六
依
色
而
住
者
、
即
同
前
五
識
、
応
無
随
念
計
度
二
種
分
別
〈
已

上
〉。

［
書
き
下
し
］
之か

く
の
如
き
文も
ん

証し
ょ
う、
但た

だ
一い
っ

処し
ょ

な
る
の
み
に
は
非
ず
。
然し
か

る
に
『
宗す

鏡ぎ
ょ
う

録ろ
く

』
五
十
二
に
云
く
、「
小
し
ょ
う

乗じ
ょ
う

云
く
、
我
が
宗
は
肉に
く

団だ
ん

を
取と

り
第
六
識
の
与た
め

に
依え

と
為な

す
。
何な
ん

ぞ
別
し
て
第
七
識
有
り
と
執
す
る
を
要よ
う

す
や
。
論ろ
ん

主し
ゅ

〈
護ご

法ほ
う

〉
破は

し
て
云い
わ

く
、
第
六
の
色し
き

に
依よ

る
と
説と

く
可
か
ら

ず
。
第
六
に
三
分ふ

ん

別べ
つ

随ず
い

念ね
ん

と
計け

度た
く

と
自じ

性し
ょ
うと

の
分
別
有
る
が
故
に
、
故
に
若も

し
第
六
の
色
に
依
り
て
住じ
ゅ
うす

と
許ゆ
る

さ
ば
、
即す
な
わち

前ぜ
ん

五ご

識し
き

に
同
じ
、
応ま
さ

に

随
念
と
計
度
と
二に

種し
ゅ

の
分
別
無な

か
る
べ
し
〈
已
上
〉」
と
。

○
文
証
…
証
拠
と
な
る
経
論
の
文
言
。
○
宗
鏡
録
五
十
二
云
～
二
種
分
別
〈
已
上
〉
…
［
補
1
］。
○
第
六
識
…
意
識
。
○
第
七
識
…
末
那
識
。

あ
ら
ゆ
る
自
我
の
観
念
・
煩
悩
の
根
拠
と
さ
れ
る
。
○
護
法
…
ダ
ル
マ
パ
ー
ラ
（
梵
：D

harm
apāla

）。
六
世
紀
中
頃
。
南
イ
ン
ド
出
身
。
ナ
ー

ラ
ン
ダ
ー
で
活
躍
し
た
瑜
伽
行
派
の
僧
。
著
書
に
『
大
乗
広
百
論
釈
論
』『
成
唯
識
論
』
が
あ
る
。『
成
唯
識
論
』
は
世
親
『
唯
識
三
十
頌
』
の

注
釈
書
で
あ
り
、
イ
ン
ド
十
大
論
師
の
注
釈
書
の
う
ち
、
護
法
の
解
釈
を
正
義
と
し
て
一
書
に
ま
と
め
た
も
の
。
顕
慶
四
年
（
六
五
九
）
に
玄

奘
に
よ
っ
て
漢
訳
さ
れ
た
。
○
三
分
別
…
自
性
分
別
、
計
度
分
別
、
現
随
念
分
別
の
三
つ
［
補
2
］。
○
随
念
…
随
念
分
別
。
過
去
に
経
験
し

た
こ
と
を
思
い
起
こ
し
て
考
え
る
こ
と
。
○
計
度
…
計
度
分
別
。
現
在
知
覚
し
て
い
る
意
識
が
い
ろ
い
ろ
と
考
え
る
こ
と
。
○
自
性
…
自
性
分

別
。
六
識
が
そ
れ
ぞ
れ
の
対
象
を
認
識
す
る
こ
と
。

［
訳
］
こ
の
よ
う
な
文
証
は
、
一
ヶ
所
だ
け
で
は
な
い
。
し
か
る
に
『
宗
鏡
録
』
五
十
二
に
言
う
、「
小
乗
は
言
う
、「
我
が
宗
で
は
肉
団
（
心
臓
）

を
も
っ
て
、第
六
識
（
意
識
）
の
た
め
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
い
る
。
ど
う
し
て
別
に
第
七
識
（
末
那
識
）
が
あ
る
と
主
張
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
か
」

と
。
論
主
の
護
法
は
破
し
て
言
っ
た
、「
第
六
識
（
意
識
）
が
色
（
形
あ
る
も
の
）
に
よ
っ
て
い
る
と
は
説
い
て
は
な
ら
な
い
。
第
六
識
（
意
識
）

に
三
つ
の
分
別
で
あ
る
随
念
（
思
い
起
こ
し
て
考
え
る
こ
と
）
と
計
度
（
現
在
知
覚
し
て
い
る
意
識
が
考
え
る
こ
と
）
と
自
性
（
六
識
が
そ
れ
ぞ
れ

の
対
象
を
認
識
す
る
こ
と
）
が
あ
る
た
め
、
も
し
第
六
識
（
意
識
）
が
色
（
形
あ
る
も
の
）
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
い
る
と
認
め
る
の
で
あ
れ
ば
、

前
五
識
（
眼
識
、
耳
識
、
鼻
識
、
舌
識
、
身
識
）
と
同
じ
で
あ
り
、
随
念
と
計
度
と
い
う
二
種
の
分
別
は
無
い
は
ず
だ
〈
已
上
〉」」
と
。

［
補
注
］

1　

宗
鏡
録
五
十
二
云
～
二
種
分
別
〈
已
上
〉
…
『
宗
鏡
録
』
五
十
二
「
小
乗
云
、
我
宗
取
肉
団
与
第
六
識
為
依
。
何
要
別
執
有
第
七
識
耶
。
論
主

破
云
、
亦
不
可
説
第
六
依
於
色
故
。
第
六
必
依
意
有
説
意
非
是
色
故
。
又
説
、
第
六
有
三
分
別
随
念
計
度
自
性
分
別
故
、
若
許
第
六
依
色
而
住
者
、
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即
同
前
五
識
。
無
随
念
計
度
二
種
分
別
」（
大
正
蔵
四
八
・
七
二
二
c
）。

2　

三
分
別
…
『
成
唯
識
論
』
巻
五
「
謂
如
五
識
必
有
眼
等
増
上
不
共
俱
有
所
依
。
意
識
既
是
六
識
中
摂
、
理
応
許
有
如
是
所
依
。
此
識
若
無
彼
依

寧
有
。
不
可
説
色
為
彼
所
依
。
意
非
色
故
、
意
識
応
無
随
念
計
度
二
分
別
故
」（
大
正
蔵
三
一
・
二
五
b
）、『
阿
毘
達
磨
倶
舍
論
』
巻
二
「
論
曰
、

伝
説
、
分
別
略
有
三
種
、
一
自
性
分
別
、
二
計
度
分
別
、
三
随
念
分
別
。
由
五
識
身
雖
有
自
性
而
無
余
二
、
説
無
分
別
。
如
一
足
馬
名
為
無
足
。

自
性
分
別
体
唯
是
尋
。
後
心
所
中
自
当
弁
釈
。
余
二
分
別
如
其
次
第
、
意
地
散
慧
諸
念
為
体
。
散
謂
非
定
。
意
識
相
応
散
慧
。
名
為
計
度
分
別
。

若
定
若
散
意
識
相
応
諸
念
、
名
為
随
念
分
別
」（
大
正
蔵
二
九
・
八
b
）。

㉑
［
原
文
］
私
云
、
今
文
所
引
小
乗
一
説
、
自
当
深
理
。
而
護
法
既
還
違
其
理
、
難
言
同
前
五
識
、
無
計
度
随
念
二
種
分
別
者
、
宗
鏡
之
中
雖
引
其

文
、
而
不
評
判
。
遂
令
後
学
不
知
誰
非
。
吾
今
翻
破
令
識
其
非
。
汝
宗
既
云
、
七
八
二
識
互
相
為
根
。
今
難
第
六
以
末
那
為
根
故
有
分
別
計
度
者
、

第
八
何
故
以
末
那
為
根
、
而
無
分
別
計
度
耶
。
若
爾
翻
例
応
云
、
第
六
雖
以
色
根
為
依
、
不
遮
亦
有
分
別
計
度
。

［
書
き
下
し
］
私
に
云い

わ

く
、
今い
ま

の
文
に
引
く
所
の
小
し
ょ
う

乗じ
ょ
うの

一い
っ

説せ
つ

は
、
自お
の

ず
か
ら
深じ
ん

理り

に
当あ

た
る
。
而し
か

る
に
護ご

法ほ
う

既す
で

に
還か
え

っ
て
其そ

の
理り

に
違い

し
て
、
難な
ん

じ
て
前ま
え

の
五ご

識し
き

に
同
じ
、
計け

度た
く

と
随ず
い

念ね
ん

と
の
二
種
の
分ふ
ん

別べ
つ

無な

し
と
言
う
は
、『
宗
鏡
』
の
中
其そ

の
文
を
引
く
と
雖い
え
ども

、
而し
か

れ
ど
も
評
ひ
ょ
う

判ば
ん

せ
ず
。
遂つ
い

に

後こ
う

学が
く

を
し
て
誰
か
非ひ

な
る
こ
と
を
知
ら
ざ
ら
し
む
。
吾わ

れ
今い
ま

翻か
え

っ
て
破は

し
て
其そ

の
非
を
識し
ら

し
め
ん
。
汝
の
宗
既す
で

に
云
く
、「
七
八
の
二に

識し
き

は
互
い
に

相あ

い
根こ
ん

と
為な

る
」
と
。
今
難な
ん

ず
第
六
は
末ま

那な

を
以も
っ

て
根こ
ん

と
為な

す
が
故
に
分
別
の
計
度
有
り
と
せ
ば
、
第
八
は
何な
に

が
故ゆ
え

に
末
那
を
以も
っ

て
根
と
為
す
も
、

分
別
の
計
度
無な

き
や
。
若も

し
爾し
か

ら
ば
例
に
翻ほ
ん

じ
て
応ま
さ

に
云い

う
べ
し
、「
第
六
は
色
根
を
以
て
依え

と
為
す
と
雖
も
、
亦
た
分
別
の
計
度
有
る
こ
と
を
遮
さ
え
ぎ

ら
ず
」
と
。

○
深
理
…
深
い
道
理
。
真
理
。
○
無
計
度
随
念
二
種
分
別
者
、
宗
鏡
之
中
雖
引
…
［
補
1
］。
○
評
判
…
是
非
を
判
定
す
る
こ
と
。
批
評
す
る

こ
と
。
○
汝
宗
既
云
、
七
八
二
識
、
互
相
為
根
…
［
補
2
］。
○
汝
宗
…
こ
こ
で
は
、
法
相
宗
、
唯
識
宗
。
○
末
那
…
末
那
識
。
あ
ら
ゆ
る
自

我
の
観
念
・
煩
悩
の
根
拠
と
さ
れ
る
。
○
分
別
計
度
…
計
度
分
別
に
限
定
し
た
表
現
［
補
3
］。
○
第
八
…
阿
頼
耶
識
。
根
本
的
な
識
。

［
訳
］
私
見
に
よ
れ
ば
、
今
の
文
に
引
用
さ
れ
る
小
乗
の
一
説
は
、
自
の
ず
か
ら
真
理
に
当
た
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
護
法
は
そ
の
理
に
反
し
て
、

論
難
し
て
〔
第
六
識
が
〕
前
五
識
と
同
じ
で
あ
り
、
計
度
と
随
念
の
二
種
の
分
別
は
無
い
と
言
っ
て
い
る
。『
宗
鏡
録
』
は
こ
れ
を
引
用
す
る
が
、

そ
の
是
非
を
判
断
し
て
い
な
い
。
そ
の
結
果
、
後
学
は
誰
が
間
違
っ
た
の
か
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
私
は
今
、
論
破
し
て
そ
の
非
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を
識
ら
し
め
よ
う
。
汝
の
宗
（
法
相
宗
）
は
言
っ
て
い
る
、「
七
・
八
識
の
二
識
は
互
い
に
根
と
な
る
」
と
。
今
論
難
す
れ
ば
、
第
六
識
は
末
那
識
を

根
と
す
る
ゆ
え
に
計
度
分
別
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
第
八
識
は
ど
う
い
う
理
由
で
末
那
を
も
っ
て
根
と
し
て
い
る
の
に
、
計
度
〔
の
分
別
〕
が
無

い
と
い
う
の
か
。
そ
う
な
ら
、
例
を
覆
し
て
言
う
べ
き
だ
、「
第
六
識
は
色
根
に
よ
っ
て
い
る
が
、
ま
た
計
度
〔
の
分
別
〕
が
あ
る
こ
と
を
排
除
す

る
こ
と
は
な
い
」
と
。

［
補
注
］

1　

無
計
度
随
念
二
種
分
別
者
、宗
鏡
之
中
雖
引
…
『
成
唯
識
論
』
巻
五
「
不
可
説
色
為
彼
所
依
。
意
非
色
故
。
意
識
応
無
随
念
計
度
二
分
別
故
」（
大

正
蔵
三
一
・
二
五
b
）。『
宗
鏡
録
』
巻
四
十
四
「
又
如
衆
生
八
識
之
中
前
眼
耳
鼻
舌
身
等
五
根
及
第
八
識
倶
縁
現
量
、
得
諸
法
之
自
性
、
不
帯
一

切
名
言
。
又
無
二
種
計
度
分
別
随
念
分
別
、
即
現
前
不
生
滅
。
若
六
七
二
識
落
在
比
非
二
量
、
及
具
計
度
随
念
分
別
、
即
念
念
常
生
滅
」（
大
正

蔵
四
八
・
六
七
三
c
）。

2　

汝
宗
既
云
、
七
八
二
識
、
互
相
為
根
…
『
成
唯
識
論
』
巻
四
に
記
さ
れ
た
浄
月
の
説
「
是
故
応
言
、
前
五
転
識
一
一
定
有
二
倶
有
依
。
謂
五
色

根
同
時
意
識
。
第
六
転
識
決
定
恒
有
一
倶
有
依
。
謂
第
七
識
。
若
与
五
識
倶
時
起
者
亦
以
五
識
為
倶
有
依
。
第
七
転
識
決
定
唯
有
一
倶
有
依
。
謂

第
八
識
。
唯
第
八
識
恒
無
転
変
、
自
能
立
故
無
倶
有
依
」（
大
正
蔵
三
一
・
二
〇
b
）。
こ
れ
を
受
け
た
『
成
唯
識
論
』
巻
四
に
記
さ
れ
た
護
法
の

批
判
「
有
義
此
説
猶
未
尽
理
。
第
八
類
余
既
同
識
性
、如
何
不
許
有
倶
有
依
。
第
七
八
識
既
恒
倶
転
更
互
為
依
斯
有
何
失
。
許
現
起
識
以
種
為
依
。

識
種
亦
応
許
依
現
識
。
能
熏
異
熟
為
生
長
住
依
。
識
種
離
彼
不
生
長
住
故
」（
大
正
蔵
三
一
・
二
〇
b
）。

3　

分
別
計
度
…
計
度
分
別
に
限
定
し
た
表
現
。
た
と
え
ば
、『
首
楞
厳
経
』
巻
四
「
世
間
無
知
、惑
為
因
縁
及
自
然
性
、皆
是
識
心
分
別
計
度
」（
大

正
蔵
一
九
・
一
一
七
c
）
と
あ
り
、『
宗
鏡
録
』
巻
四
「
問
、
第
七
現
有
計
度
分
別
。
何
無
尋
求
心
。
答
、
夫
尋
求
心
皆
依
率
爾
。
後
尋
求
方
生
。

第
七
既
無
率
爾
。
尋
求
亦
無
」（
大
正
蔵
四
八
・
四
三
四
a
）
と
あ
る
よ
う
に
、
計
度
分
別
に
限
定
し
た
表
現
と
し
て
分
別
計
度
を
用
い
て
い
る
。

㉒
［
原
文
］
若
依
依*

瑜
伽
慈
尊
所
説
、既
以
肉
心
為
第
八
根
。
汝
宗
何
故
違
背
本
祖
、不
顧
自
過
。
拠
理
応
言
、六
七
八
識
、倶
以
肉
心
為
所
依
根
。

然
第
八
識
無
計
度
者
、
同
於
前
五
。
色
根
為
依
而
無
計
度
。
以
此
而
言
真
妄
和
合
。
法
爾
所
作
不
応
定
執
。
何
況
汝
宗
既
云
、
若
得
自
在
、
諸
根
互

用
、
一
根
発
識
、
縁
一
切
境
〈
已
上
〉。

［
書
き
下
し
］
若も

し
瑜ゆ

伽が

の
慈じ

尊そ
ん

の
所し
ょ

説せ
つ

に
依
ら
ば
、
既
に
肉
心
を
以も
っ

て
第
八
の
根
と
為な

す
。
汝
の
宗
何な
ん

の
故ゆ
え

に
か
本ほ
ん

祖そ

に
違い

背は
い

し
て
、
自
ら
の
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過と
が

を
顧か
え
りみ
ざ
る
や
。
理り

に
拠よ

ら
ば
応ま
さ

に
言
う
べ
し
、
六
七
八
識
は
、
倶と
も

に
肉
心
を
以
て
所し
ょ

依え

の
根
と
為
す
と
。
然
る
に
第
八
識
に
計け

度た
く

無
き
こ
と
は
、

前
の
五
に
同
じ
。
色し

き

根こ
ん

を
依え

と
為
す
も
計
度
無
し
。
此
れ
を
以
て
言
え
ば
真し
ん

妄も
う

和わ

合ご
う

な
り
。
法ほ
う

爾に

の
所し
ょ

作さ

応
に
定
じ
ょ
う

執し
つ

す
べ
か
ら
ず
。
何な
ん

ぞ
況い
わ

ん
や
、

汝
の
宗
の
既
に
、「
若も

し
自じ

在ざ
い

を
得
れ
ば
、
諸し
ょ

根こ
ん

互ご

用ゆ
う

す
る
を
も
て
、
一い
っ

根こ
ん

が
識し
き

を
発ほ
っ

し
て
、
一
切
の
境
を
縁え
ん

ず
〈
已
上
〉」
と
云
え
る
を
や
。

○
慈
尊
…
弥
勒
菩
薩
の
こ
と
。
○
違
背
…
そ
む
く
こ
と
。
○
真
妄
…
真
実
と
虚
妄
。
○
法
爾
…
自
然
。
あ
る
が
ま
ま
に
あ
る
あ
り
よ
う
。
○
定

執
…
固
定
的
な
理
解
。
断
定
。
○
若
得
自
在
～
縁
一
切
境
…
［
補
1
］。
○
互
用
…
互
い
に
他
の
も
の
の
は
た
ら
き
を
も
な
す
こ
と
。

［
訳
］
も
し
『
瑜
伽
師
地
論
』
の
慈
尊
（
弥
勒
菩
薩
）
の
説
く
と
こ
ろ
に
よ
る
な
ら
ば
、
既
に
肉
心
（
心
臓
）
を
第
八
識
の
根
と
し
て
い
る
。
汝
の

宗
（
法
相
宗
）
は
、
ど
う
い
う
理
由
で
、
本
祖
〔
弥
勒
菩
薩
の
説
〕
に
違
背
し
て
、
自
分
か
ら
過
失
を
顧
み
な
い
の
か
。〔
教
〕
理
に
よ
れ
ば
以
下

の
よ
う
に
言
う
べ
き
だ
、
六
・
七
・
八
識
は
、
と
も
に
肉
心
（
心
臓
）
を
よ
り
ど
こ
ろ
の
根
と
し
て
い
る
と
。
し
か
る
に
、
第
八
識
に
は
計
度
（
現
在

知
覚
し
て
い
る
意
識
が
考
え
る
こ
と
）
が
無
い
こ
と
は
、
前
五
識
（
眼
識
、
耳
識
、
鼻
識
、
舌
識
、
身
識
）
と
同
じ
で
あ
る
。
色
根
を
よ
り
ど
こ
ろ

と
し
て
も
計
度
〔
の
分
別
〕
は
な
い
。
こ
う
い
う
わ
け
で
、
真
実
と
虚
妄
が
和
合
し
て
い
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
法
と
し
て
そ
の
よ
う
に
作
ら
れ
て

い
る
も
の
な
の
で
、〔
必
ず
こ
う
だ
と
決
め
つ
け
て
〕
固
定
的
な
理
解
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
。
ま
し
て
や
、
汝
の
宗
は
既
に
言
っ
て
い
る
、「
も
し

自
在
を
得
た
な
ら
、
諸
根
が
互
い
に
は
た
ら
き
を
な
し
、
一
根
が
識
を
発
し
て
、
一
切
の
対
境
を
つ
く
り
だ
す
〈
已
上
〉」
と
。

［
補
注
］

1　

若
得
自
在
～
縁
一
切
境
…
『
成
唯
識
論
』
巻
五
「
若
得
自
在
諸
根
互
用
、
一
根
発
識
縁
一
切
境
」（
大
正
蔵
三
一
・
二
六
a
）。『
宗
鏡
録
』
巻

五
十
五
「
論
云
、
若
得
自
在
諸
根
互
用
。
一
根
発
識
縁
一
切
境
」（
大
正
蔵
四
八
・
七
三
七
a
）。

㉓
［
原
文
］
又
小
乗
不
許
五
識
各
超
於
自
境
外
縁
於
他
境
、
而
首
楞
厳
経
云
、
循
体
外
繞
、
以
手
摩
頭
足
一
弁
〈
已
上
〉。
此
是
証
於
凡
位
之
中
亦

有
一
分
互
用
之
義
。
謂
以
身
識
知
眼
見
中
形
色
故
也
。
設
雖
生
盲
、
盍
知
方
円
。
又
大
小
二
宗
倶
判
定
説
眼
識
起
時
、
空
明
根
色
四
縁
発
識
〈
涅
槃

経
中
有
此
説
也
。
唯
識
宗
中
眼
識
九
縁
之
中
初
四
縁
亦
同
此
説
〉。

［
書
き
下
し
］
又
た
小

し
ょ
う

乗じ
ょ
うは
五
識
各お
の

お
の
自じ

境き
ょ
うを
超こ

え
て
外
に
他た

境き
ょ
うを
縁え
ん

ず
る
こ
と
を
許ゆ
る

さ
ず
、
而
れ
ど
も
『
首
楞
厳
経
』
に
云い
わ

く
、「
体
に
循
し
た
が

っ
て

外
に
繞め

ぐ

ら
せ
、
手
を
以
て
頭
足
を
摩ま

せ
ば
一い
ち

弁べ
ん

す
〈
已
上
〉」
と
。
此
れ
は
是
れ
凡ぼ
ん

位い

の
中
に
於
い
て
も
亦
た
一
分
の
互ご

用ゆ
う

の
義
有
り
と
証し
ょ
うす

。
謂

く
身し

ん

識し
き

の
眼げ
ん

見け
ん

の
中
の
形
ぎ
ょ
う

色し
き

を
知
る
を
以
て
の
故
な
り
。
設た
と

い
生
し
ょ
う

盲も
う

と
雖
も
、
盍な
ん

ぞ
方ほ
う

円え
ん

を
知
ら
ん
や
。
又
た
大
小
の
二
宗
は
倶と
も

に
判は
ん

じ
眼げ
ん

識し
き

起お

こ
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る
時
を
定
じ
ょ
う

説せ
つ

し
て
、
空
と
明
と
根
と
色
と
の
四し

縁え
ん

を
も
て
識し
き

を
発ほ
っ

す
と
す
〈『
涅ね

槃は
ん

経き
ょ
う』
中
に
此こ

の
説
有あ

り
。
唯ゆ
い

識し
き

宗し
ゅ
う

中
に
眼げ
ん

識し
き

九く

縁え
ん

の
中
初
め
の

四
縁
も
亦
た
此
の
説
に
同
じ
〉。

○
首
楞
厳
経
云
、循
体
外
繞
以
手
摩
頭
足
一
弁
…
［
補
1
］。
○
凡
位
…
凡
夫
の
位
。
煩
悩
を
有
し
、い
ま
だ
真
理
を
さ
と
っ
て
い
な
い
人
の
位
。

○
四
縁
…
現
象
的
存
在
を
生
じ
る
四
つ
の
原
因
。
○
空
明
根
色
、
四
縁
発
識
〈
涅
槃
経
中
有
此
説
…
出
典
不
詳
［
補
2
］。
○
眼
識
九
縁
之
中

初
四
縁
…
空
・
明
・
根
・
境
の
四
つ
［
補
3
］。

［
訳
］
ま
た
小
乗
は
五
識
そ
れ
ぞ
れ
が
自
境
を
超
え
て
外
に
他
境
を
認
識
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
『
首
楞
厳
経
』
に
言
う
、「〔
手
を
〕

身
体
に
そ
っ
て
め
ぐ
ら
し
、
手
で
頭
や
足
を
な
で
れ
ば
〔
そ
れ
が
頭
や
足
だ
と
〕
わ
か
る
〈
已
上
〉」
と
。
こ
の
こ
と
は
凡
夫
の
中
で
も
ま
た
一
部

分
そ
れ
ぞ
れ
が
互
用
し
て
い
る
意
味
が
あ
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。
そ
れ
は
身
識
は
眼
が
見
て
い
る
も
の
の
形
を
知
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
た
と
え

生
ま
れ
つ
き
目
が
見
え
な
い
人
で
も
、
ど
う
し
て
四
角
や
円
を
知
ら
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
ま
た
大
小
の
二
宗
は
と
も
に
判
断
し
て
眼
識
起
こ
る

時
を
説
い
て
、
空
・
明
・
根
・
色
の
四
縁
は
識
を
発
す
る
と
い
う
〈『
涅
槃
経
』
の
中
に
こ
の
説
が
あ
る
。
唯
識
宗
の
眼
識
九
縁
の
中
の
、
初
め
の

四
縁
（
空
・
明
・
根
・
境
）
も
ま
た
こ
の
説
に
同
じ
で
あ
る
〉。

［
補
注
］

1 

循
体
外
繞
～
頭
足
一
弁
…
『
首
楞
厳
経
』
巻
四
「
彼
人
以
手
循
体
外
繞
、
彼
雖
不
見
頭
足
一
弁
」（
大
正
蔵
一
九
・
一
二
三
c
）。『
宗
鏡
録
』
巻

三
「
彼
人
以
手
循
体
外
繞
、
彼
雖
不
見
頭
足
一
弁
」（
大
正
蔵
四
八
・
四
三
二
b
）。

2 

空
明
根
色
、
四
縁
発
識
〈
涅
槃
経
中
、
有
此
説
也
〉
…
出
典
不
詳
。『
大
般
涅
槃
経
』
巻
四
十
「
憍
陳
如
品
十
三
」「
或
有
説
言
正
有
四
縁
」（
大

正
蔵
一
二
・
六
〇
〇
b
）。

3 

眼
識
九
縁
之
中
初
四
縁
…
『
大
乗
百
法
明
門
論
疏
』
卷
上
「
九
縁
者
、
一
空
、
二
明
、
三
根
、
四
境
、
五
作
意
、
六
根
本
、
七
染
浄
、
八
分
別
、

九
種
子
」（
洪
武
南
蔵
二
〇
五
・
二
五
二
b
）、『
円
覚
経
大
疏
』
巻
二
「
眼
識
九
縁
生
〈
空
・
明
・
根
・
境
・
作
意
・
根
本
・
染
浄
・
分
別
・
種
子
〉」

（
続
蔵
一
四
・
一
四
八
a
）。

㉔
［
原
文
］
問
、
雖
云
以
肉
団
而
為
意
根
、
何
直
不
云
肉
心
、
或
云
意
思
耶
。
答
、
意
所
依
故
、
名
為
意
思
、
依
主
釈
也
。
眼
等
亦
爾
。
眼
耳
即
是

見
聞
異
名
也
。
故
諸
経
云
、
以
心
眼
見
等
〈
云
々
〉、
持
業
釈
也
。
義
忠
百
法
論
䟽
云
、
字
義
相
当
名
眼
耳
等
〈
已
上
〉。
汝
不
知
此
義
、
始
於
意
根
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起
疑
難
矣
。
然
楞
厳
経
正
説
法
相
、
求
異
諸
説
。
闇
中
見
闇
、
開
眼
閉
眼
、
倶
見
闇
也
。
爾
時
不
用
空
及
根
明
。
盲
人
見
暗
亦
復
如
是
。
所
見
明
闇
、

雖
有
相
頎
、
能
見
性
本
無
動
揺
。
見
有
見
無
、
雖
有
処
異
、
能
見
覚
心
、
周
遍
法
界
。
其
見
即
是
妙
明
無
上
菩
提
。

［
書
き
下
し
］
問
う
、「
肉に

く

団だ
ん

を
以も
っ

て
意い

根こ
ん

と
為な

す
と
云い

う
と
雖い
え
ども
、
何
ぞ
直た
だ

ち
に
肉に
く

心し
ん

と
云い

わ
ず
、
或
い
は
意い

思し

と
云
う
や
」
と
。
答
う
、「
意い

の

所し
ょ

依え

な
る
が
故
に
、
名
づ
け
て
意
思
と
為
す
、
依え

主し
ゅ

釈し
ゃ
くな
り
。
眼げ
ん

等と
う

も
亦ま

た
爾し
か

り
、
眼げ
ん

耳に

は
即
ち
是
れ
見け
ん

聞も
ん

の
異い

名み
ょ
うな
り
。
故
に
諸し
ょ

経き
ょ
うに
云
く
、

「
心し

ん

眼げ
ん

を
以
て
見
る
等
〈
云
々
〉」
と
、
持じ

業ご
っ

釈し
ゃ
くな

り
。
義ぎ

忠ち
ゅ
うの

『
百
ひ
ゃ
っ

法ぽ
う

論ろ
ん

䟽し
ょ

』
に
云
く
、「
字じ

と
義ぎ

と
相
当
し
て
眼
耳
等
と
名
づ
く
〈
已
上
〉」
と
。

汝
此
の
義
を
知
ら
ず
、
始は

じ

め
て
意
根
に
於
い
て
疑ぎ

難な
ん

起お

こ
せ
り
。
然し
か

る
に
『
楞
厳
経
』
に
正
し
く
法
相
を
説
く
に
、
異
な
る
諸
説
を
求
む
。
闇あ
ん

中ち
ゅ
うに

闇
を
見
る
に
、
眼
を
開
く
も
眼
を
閉
づ
る
も
、
倶
に
闇
の
色
を
見
る
な
り
。
爾そ

の
時
空く
う

及
び
根
と
明み
ょ
うを

用も
ち

い
ず
。
盲も
う

人に
ん

の
暗
を
見
る
こ
と
亦ま復
た
是

の
如
し
。
所し

ょ

見け
ん

の
明
み
ょ
う

闇あ
ん

は
、
相そ
う

の
頎き

有
り
と
雖い
え
ども
、
能の
う

見け
ん

の
性し
ょ
うは
、
本も
と

よ
り
動ど
う

揺よ
う

す
る
こ
と
無な

し
。
見
有
と
見
無
と
、
処
の
異
な
り
有
り
と
雖
も
、

能
見
の
覚か

く

心し
ん

は
、
法ほ
っ

界か
い

に
周
し
ゅ
う

遍へ
ん

せ
り
。
其そ

の
見
は
即
ち
是
れ
妙
み
ょ
う

明み
ょ
うな

る
無む

上じ
ょ
う

菩ぼ

提だ
い

な
り
」
と
。

○
依
主
釈
…
六
合
釈
の
一
つ
。
複
合
語
を
構
成
す
る
前
半
の
語
が
後
半
の
語
に
対
し
て
格
の
関
係
に
あ
る
も
の
。
名
詞
・
代
名
詞
と
、
名
詞
・

代
名
詞
・
形
容
詞
と
が
合
し
て
一
つ
の
語
を
形
成
す
る
と
き
、
前
の
部
分
で
あ
る
名
詞
・
代
名
詞
が
後
の
部
分
の
性
質
を
制
限
・
規
定
す
る
と

み
る
解
釈
を
い
う
。
○
諸
経
云
、
以
心
眼
見
等
〈
云
々
〉
…
［
補
1
］。
○
持
業
釈
…
六
合
釈
の
一
つ
。
二
つ
の
語
が
合
し
て
一
つ
の
複
合
語

を
つ
く
る
場
合
に
、
前
の
部
分
の
語
が
、
後
の
部
分
の
語
に
対
し
て
形
容
詞
、
副
詞
、
ま
た
は
同
格
の
名
詞
で
あ
る
と
解
す
る
こ
と
。
○
義
忠

…
唐
代
の
人
。
○
百
法
論
䟽
字
義
相
当
名
眼
耳
等
〈
已
上
〉
…
［
補
2
］。
○
百
法
論
䟽
…
唐
代
の
義
忠
が
撰
述
し
た
『
大
乗
百
法
明
門
論
疏
』

の
こ
と
。
○
疑
難
…
疑
い
難
ず
る
。
は
な
は
だ
疑
わ
し
い
。
○
法
相
…
教
え
の
特
質
。
一
切
の
も
の
真
実
の
姿
。
一
切
諸
法
の
本
性
。
○
闇
中

見
闇
、
開
眼
閉
眼
、
倶
見
闇
也
…
［
補
3
］。
○
頎
…
か
た
ち
の
よ
い
さ
ま
。
○
能
見
…
見
る
主
体
。
○
覚
心
…
目
覚
め
た
心
。
○
周
遍
法
界

…
法
界
（
宇
宙
）
に
あ
ま
ね
く
行
き
渡
る
こ
と
。
○
是
妙
明
無
上
菩
提
…
［
補
4
］。
○
妙
明
…
す
ぐ
れ
た
真
実
の
智
慧
。
○
無
上
菩
提
…
無

上
最
高
の
さ
と
り
。

［
訳
］
問
う
、「
肉
団
（
心
臓
）
を
意
根
と
言
っ
て
い
る
が
、
ど
う
し
て
直
接
的
に
肉
心
（
心
臓
）〔
根
〕
と
言
わ
ず
、
あ
る
い
は
意
思
と
言
う
の
か
」

と
。
答
え
る
、「
意
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
あ
る
た
め
、
意
思
と
名
づ
け
る
、
こ
れ
は
依
主
釈
で
あ
る
。
眼
等
も
ま
た
こ
の
よ
う
で
あ
る
。
眼
耳
は
見
聞

の
異
名
で
あ
る
。
ゆ
え
に
諸
経
に
言
う
、「
心
眼
を
も
っ
て
見
る
な
ど
〈
云
々
〉」
と
、
こ
れ
は
持
業
釈
で
あ
る
。
義
忠
の
『
大
乗
百
法
明
門
論
疏
』

に
言
う
、「
字
と
義
と
が
相
当
し
て
眼
耳
等
と
名
づ
け
る
〈
已
上
〉」
と
。
あ
な
た
は
こ
の
義
を
知
ら
な
い
の
で
、
意
根
に
疑
念
を
起
こ
し
た
の
だ
。
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し
か
し
な
が
ら
『
楞
厳
経
』
は
正
し
く
法
相
を
説
い
て
い
る
の
に
、
異
な
る
諸
説
を
求
め
て
い
る
。
闇
中
で
闇
を
見
る
時
、
眼
を
開
い
て
も
眼
を
閉

じ
て
も
、
と
も
に
闇
の
色
を
見
て
い
る
。
そ
の
時
は
、
空
・
根
・
明
を
用
い
な
い
。
盲
人
が
暗
闇
を
見
る
こ
と
も
ま
た
こ
の
よ
う
で
あ
る
。
所
見
（
見

ら
れ
る
対
象
）
の
明
闇
に
、
姿
形
の
良
し
悪
し
が
有
っ
た
と
し
て
も
、
能
見
（
見
る
主
体
）
の
本
性
は
、
も
と
よ
り
揺
れ
動
く
こ
と
が
な
い
。
見
る

こ
と
の
有
無
や
、
相
違
が
有
っ
た
と
し
て
も
、
能
見
（
見
る
主
体
）
の
覚
心
（
目
覚
め
た
心
）
は
、
法
界
（
宇
宙
）
に
あ
ま
ね
く
ゆ
き
わ
た
っ
て
い

る
。
そ
の
見
る
と
い
う
は
た
ら
き
こ
そ
が
妙
明
に
し
て
無
上
の
さ
と
り
で
あ
る
。

［
補
注
］

1　

諸
経
云
、
以
心
眼
見
等
〈
云
々
〉
…
『
仏
説
観
普
賢
菩
薩
行
法
経
』「
普
賢
菩
薩
教
其
憶
念
十
方
諸
仏
。
随
普
賢
教
正
心
正
意
、
漸
以
心
眼

見
東
方
仏
身
黄
金
色
端
厳
微
妙
。
見
一
仏
已
、
復
見
一
仏
。
如
是
漸
漸
遍
見
東
方
一
切
諸
仏
、
心
相
利
故
、
遍
見
十
方
一
切
諸
仏
」（
大
正
蔵
九
・

三
九
〇
c
）。『
禅
秘
要
法
経
』
巻
三
「
若
鈍
根
者
復
当
更
教
風
大
観
法
。
風
大
観
法
者
見
一
切
風
極
為
微
細
、
細
中
細
者
可
以
心
眼
見
而
不
可
具

説
」（
大
正
蔵
一
五
・
二
六
二
c
）。

2　

百
法
論
䟽
、
字
義
相
当
名
眼
耳
等
〈
已
上
〉
…
『
大
乗
百
法
明
門
論
疏
』「
由
此
聖
教
説
眼
耳
通
、
是
眼
耳
識
相
応
応
智
性
」（
洪
武
南
蔵

二
〇
五
・
二
四
九
a
）。

3　

闇
中
見
闇
、
開
眼
閉
眼
、
倶
見
闇
也
…
林
常
快
道
（
一
七
五
一
～
一
八
一
〇
）
の
『
阿
毘
達
磨
倶
舍
論
法
義
』
に
「
問
、
暗
中
見
闇
色
不
。
答
、

光
宝
異
解
。
光
師
〈
五
五
左
〉
許
見
次
近
闇
色
。
宝
師
必
不
許
之
。
今
云
、
宝
為
尽
理
。
何
者
、
於
闇
中
開
眼
閉
眼
同
黒
闇
不
見
色
故
」（
大
正

蔵
六
四
・
六
四
a
）
と
あ
る
。
あ
る
い
は
『
心
根
決
疑
章
』
が
用
い
ら
れ
た
か
。

4　

是
妙
明
無
上
菩
提
…
『
楞
厳
経
』
巻
四
「
仏
言
、
此
見
妙
明
、
与
諸
空
塵
亦
復
如
是
。
本
是
妙
明
無
上
菩
提
浄
円
真
心
」（
大
正
蔵

一
九
・
一
一
二
b
）、『
宗
鏡
録
』
巻
九
十
四
「
仏
言
、
此
見
妙
明
、
与
諸
空
塵
、
亦
復
如
是
。
本
是
妙
明
無
上
菩
提
浄
円
真
心
」（
大
正
蔵

四
八
・
九
二
五
a
）。

㉕
［
原
文
］
又
経
云
、
跋
難
陀
龍
無
耳
而
聞
、
憍
梵
波
提
異
舌
知
味
、
舜
若
多
神
無
身
而
触
、
摩
訶
迦
葉
久
滅
意
根
、
円
明
了
知
不
以
因
心
念
〈
已

上
〉
依
此
而
言
耳
等
諸
根
亦
不
必
依
根
発
聞
等
也
。
以
是
応
知
随
機
権
説
多
不
尽
理
。
但
知
随
器
方
円
之
空
、
不
悟
本
無
大
小
之
空
。
唯
信
違
雲
疾

走
之
月
、
不
知
運
月
即
不
運
月
。
嗚
呼
、
遠
哉
遠
哉
。
首
経
之
中
色
根
之
義
委
悉
如
前
。
又
此
経
中
於
心
法
中
、
立
根
義
者
見
聞
覚
〈
覚
一
字
収
嗅
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嘗
触
三
。
三
是
同
一
。
合
中
知
。
故
可
読
於
保
由
。
触
身
覚
故
〉
知
。
名
之
為
根
。

［
書
き
下
し
］
又
た
経
に
云
く
、「
跋ば

つ

難な
ん

陀だ

龍り
ゅ
うは

耳
無
く
し
て
聞
き
、
憍
き
ょ
う

梵ぼ
ん

波は

提だ
い

は
異い

舌ぜ
つ

も
て
味
を
知
り
、
舜
し
ゅ
ん

若に
ゃ
く

多た

神し
ん

は
身
無
く
し
て
触
れ
、
摩ま

訶か

迦か

葉し
ょ
うは
久
し
く
意い

根こ
ん

滅
す
れ
ど
も
、
円え
ん

明み
ょ
うに
了り
ょ
う
ち知
す
る
こ
と
心し
ん

念ね
ん

に
因よ

る
を
以
て
せ
ず
〈
已
上
〉」
と
。
此こ

れ
に
依よ

り
て
言い

え
ば
耳に

等
の
諸し
ょ

根こ
ん

も
亦

た
必
ず
し
も
根
に
依
り
て
聞も

ん

等
を
発
せ
ず
。
是
を
以
て
応ま
さ

に
知
る
べ
し
機き

に
随し
た

が
う
権ご
ん

説せ
つ

は
多お
お

く
理り

を
尽つ
く

さ
ず
。
但た

だ
器き

の
方ほ
う

円え
ん

に
随
う
空く
う

を
知
る

の
み
に
し
て
、
本も

と

よ
り
大
小
無な

き
の
空
を
悟さ
と

ら
ず
。
唯た

だ
雲
に
違
い
疾
く
走
る
の
月
を
信
ず
る
も
、
運う
ん

月げ
つ

の
即
ち
不ふ

運う
ん

月げ
つ

な
る
こ
と
を
知
ら
ず
。
嗚あ

呼あ

、
遠と
お

き
哉
、
遠
き
哉
。『
首
経
』
中
の
色し
き

根こ
ん

の
義ぎ

、
委い

悉し
つ

す
る
こ
と
前
の
如
し
。
又
た
此こ

の
経
き
ょ
う

中ち
ゅ
う、
心し
ん

法ぽ
う

中
に
於お

い
て
、
根こ
ん

の
義
を
立た

つ
る
者
の

見け
ん

聞も
ん

覚か
く

〈
覚
の
一
字
は
嗅
き
ゅ
う

嘗し
ょ
う

触そ
く

の
三
を
収お

さ
む
。
三
は
是
れ
同
一
な
り
。
合が
っ

中ち
ゅ
う

知ち

な
り
。
故
に
於お

保ぼ

由ゆ

と
読よ

む
可べ

し
。
身み

に
触ふ

れ
て
覚か
く

す
る
が
故ゆ
え

な
り
〉
知ち

な
り
。
之こ
れ

を
名
づ
け
て
根
と
為
す
。

○
跋
難
陀
龍
～
以
因
心
念
…
［
補
1
］。
○
跋
難
陀
龍
無
耳
而
聞
…
跋
難
陀
龍
は
八
大
竜
王
の
一
。
マ
ガ
ダ
国
を
守
護
し
、
慈
雨
を
降
ら
せ
飢

饉
が
な
い
よ
う
に
し
た［
補
2
］。
○
憍
梵
波
提
異
舌
知
味
…
憍
梵
波
提
は
仏
の
弟
子
の
一
人
、憍
梵
波
提
の
こ
と
。
解
律
第
一
と
い
わ
れ
る［
補

3
］。
○
舜
若
多
神
無
身
而
触
…
舜
若
多
は
空
性
（
梵
：śūnyatā

）
の
音
写
で
、
主
空
神
を
舜
若
多
神
と
い
う
［
補
4
］。
○
摩
訶
迦
葉
…
仏

十
大
弟
子
の
一
人
、
摩
訶
迦
葉
の
こ
と
。
禅
宗
に
お
け
る
西
天
第
一
祖
［
補
5
］。
こ
こ
で
は
、
滅
尽
定
の
声
聞
と
し
て
例
示
。
○
円
明
…
み

ご
と
で
完
全
な
こ
と
。
○
了
知
…
明
ら
か
に
知
る
こ
と
。
認
識
す
る
。
○
心
念
…
心
の
お
も
い
。
○
随
機
…
場
合
場
合
に
応
じ
て
適
切
な
処
置

を
す
る
。
○
権
説
…
仮
の
教
え
。
○
唯
信
違
雲
疾
走
之
月
、
不
知
運
月
即
不
運
月
…
不
詳
［
補
6
］。
○
首
経
之
中
、
色
根
之
義
、
委
悉
如
前

…
［
補
7
］。
○
委
悉
…
物
事
を
事
細
か
に
詳
し
く
す
る
こ
と
。
○
心
法
…
心
の
こ
と
。
心
王
の
こ
と
。
心
の
本
体
の
こ
と
。
○
覚
一
字
収
嗅

嘗
触
三
。
三
是
同
一
、
合
中
知
故
…
［
補
8
］。
○
見
聞
覚
知
…
見
た
り
、
聞
い
た
り
、
考
え
た
り
、
知
る
こ
と
。
〇
合
中
知
…
器
官
（
根
）

が
対
象
（
境
）
と
直
接
に
接
触
し
て
知
覚
を
生
ず
る
こ
と
。
五
根
の
う
ち
鼻
・
舌
・
身
の
三
根
の
知
覚
の
こ
と
を
い
う
。
離
中
知
の
対
。
○
於

保
由
…
お
ぼ
ゆ
。
覚
の
日
本
語
の
読
み
を
記
し
た
も
の
。

［
訳
］
又
た
経
に
言
う
、「
跋
難
陀
龍
は
耳
が
無
い
の
に
聞
き
、
憍
梵
波
提
は
異
舌
で
も
味
を
知
り
、
舜
若
多
神
は
身
体
が
無
い
の
に
触
れ
、
摩
訶
迦

葉
は
久
し
く
意
根
が
滅
し
て
い
て
も
、
心
念
に
よ
る
こ
と
な
く
あ
り
あ
り
と
了
知
し
た
〈
已
上
〉」
と
。
こ
れ
に
よ
っ
て
言
え
ば
、
耳
等
の
諸
根
は

必
ず
し
も
根
に
依
り
て
聞
等
を
発
す
る
の
で
は
な
い
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
次
の
よ
う
に
言
え
る
、
相
手
の
機
根
に
応
じ
た
仮
の
教
え
は
道
理
を
尽

し
て
は
い
な
い
こ
と
が
多
い
と
。
た
だ
器
の
四
角
や
丸
の
形
に
随
う
空
を
知
る
だ
け
で
あ
り
、大
小
〔
の
分
別
〕
が
も
と
よ
り
無
い
空
を
悟
れ
な
い
。
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た
だ
雲
か
ら
疾
く
離
れ
去
る
月
〔
が
あ
る
と
〕
を
信
じ
て
も
、動
い
て
見
え
る
月
が
〔
実
際
に
は
〕
動
い
て
い
な
い
こ
と
を
知
ら
な
い
の
だ
。
あ
あ
、

な
ん
と
遠
き
こ
と
か
、
な
ん
と
遠
き
こ
と
か
。『
首
楞
厳
経
』
の
中
の
色
根
の
義
に
つ
い
て
は
、
詳
細
は
前
に
記
し
た
通
り
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
『
首

楞
厳
経
』
で
心
法
の
中
に
根
の
義
を
立
て
て
い
る
の
は
見
聞
覚
〈
覚
の
一
字
は
嗅
嘗
触
の
三
つ
の
意
味
を
含
ん
で
い
る
。
こ
の
三
つ
は
同
一
で
あ
る
。

合
中
知
（
鼻
・
舌
・
身
の
三
根
の
知
覚
）
で
あ
る
。
だ
か
ら
「
お
ぼ
ゆ
」
と
読
む
べ
き
で
あ
る
。
身
体
に
触
れ
て
知
覚
す
る
た
め
で
あ
る
〉
知
で
あ

る
。
こ
れ
を
根
と
名
づ
け
る
の
で
あ
る
。

［
補
注
］

1 

跋
難
陀
龍
～
以
因
心
念
…
『
楞
厳
経
』
巻
四
「
跋
難
陀
竜
無
耳
而
聴
、
殑
伽
神
女
非
鼻
聞
香
、
驕
梵
鉢
提
異
舌
知
味
、
舜
若
多
神
無
身
有
触
。

如
来
光
中
映
令
暫
現
。
既
為
風
質
其
体
元
無
。
諸
滅
尽
定
得
寂
声
聞
、
如
此
会
中
摩
訶
迦
葉
、
久
滅
意
根
、
円
明
了
知
不
因
心
念
」（
大
正
蔵

一
九
・
一
二
三
c
）、『
宗
鏡
録
』
巻
三
「
跋
難
陀
竜
無
耳
而
聴
、
殑
伽
神
女
非
鼻
聞
香
、
驕
梵
鉢
提
異
舌
知
味
、
舜
若
多
神
無
身
有
触
。
如
来
光

中
映
令
暫
現
。
既
為
風
質
其
体
元
無
。
諸
滅
尽
定
得
寂
声
聞
、
如
此
会
中
摩
訶
迦
葉
、
久
滅
意
根
、
円
明
了
知
不
因
心
念
」（
大
正
蔵
四
八
・

四
三
二
b
）。

2　

跋
難
陀
龍
無
耳
而
聞
…
子
璿
『
首
楞
厳
義
疏
注
経
』
巻
四
に
「
跋
難
陀
云
賢
喜
。
与
難
陀
竜
常
護
摩
伽
陀
国
、
雨
沢
以
時
、
国
無
饑
年
。
瓶
沙

王
年
設
大
会
報
竜
之
恩
、
人
皆
歓
喜
。
従
此
得
名
難
陀
云
歓
喜
、
為
目
連
所
降
。
無
耳
而
聴
未
詳
縁
起
」（
大
正
蔵
三
九
・
八
八
八
b
）
と
あ
る
よ

う
に
、
無
耳
而
聞
の
出
典
は
不
明
。

3　

憍
梵
波
提
異
舌
知
味
…
基
『
妙
法
蓮
華
経
玄
賛
』
巻
一
序
品
に
「
経
憍
梵
波
提
摩
訶
俱
絺
羅
。
賛
曰
、
梵
云
笈
房
鉢
底
、
此
云
牛
相
。
憍
梵
波

提
訛
也
。
過
去
因
摘
一
茎
禾
数
顆
堕
地
、
五
百
生
中
作
牛
償
他
。
今
雖
人
身
尚
作
牛
蹄
牛
呞
之
相
。
因
号
為
牛
相
比
丘
」（
大
正
蔵
三
四
・
六
七
〇

c
）
と
あ
る
。
子
璿
『
首
楞
厳
義
疏
注
経
』
巻
四
に
「
此
云
牛
相
。
今
経
云
、
我
有
口
業
、
於
過
去
世
軽
弄
沙
門
。
世
世
生
生
有
牛
齝
病
。
齝
者
。

牛
凡
食
後
常
事
虚
哨
。
時
人
称
為
牛
齝
也
。
異
舌
者
未
見
別
縁
。
或
可
既
云
牛
相
、即
其
牛
舌
也
。
而
能
弁
了
人
所
食
味
。
故
云
異
舌
知
味
」（
大

正
蔵
三
九
・
八
八
八
c
）
と
あ
る
。

4　

舜
若
多
神
無
身
而
触
…
子
璿
『
首
楞
厳
義
疏
注
経
』
巻
四
に
「
舜
若
多
云
空
、
即
主
空
神
也
。
無
色
界
天
亦
是
此
類
。
随
其
所
主
亦
無
色
質
。

既
為
風
質
者
。
此
約
体
不
可
見
。
故
云
元
無
。
以
仏
力
故
故
能
暫
現
。
亦
顕
有
定
自
在
色
無
業
色
。
也
無
色
界
天
涙
下
如
雨
。
正
是
此
事
」（
大

正
蔵
三
九
・
八
八
八
c
）
と
あ
る
。
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5　

摩
訶
迦
葉
…
仏
十
大
弟
子
の
一
人
、
頭
陀
第
一
の
摩
訶
迦
葉
（
梵
：M

ahā-kāśyapa

）
の
こ
と
。
大
迦
葉
・
飯
老
尊
者
と
も
。
摩
掲
陀
国
の
バ

ラ
モ
ン
の
出
身
で
、
若
く
し
て
出
家
し
、
釈
尊
の
出
世
を
知
っ
て
仏
教
に
帰
依
し
た
。
釈
尊
が
亡
く
な
っ
た
後
、
第
一
結
集
を
行
な
っ
た
こ
と
で

名
高
い
。
禅
宗
の
伝
承
で
は
、
釈
尊
が
霊
鷲
山
で
説
法
し
て
い
る
際
に
花
を
拈
じ
た
と
こ
ろ
、
摩
訶
迦
葉
ひ
と
り
が
そ
の
意
味
を
悟
り
、
破
顔
微

笑
し
、
釈
尊
と
黙
通
証
契
し
た
の
で
、
釈
尊
は
迦
葉
に
正
法
眼
蔵
涅
槃
妙
心
を
付
嘱
し
、
迦
葉
は
西
天
第
一
祖
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
釈
尊

と
の
因
縁
を
拈
華
微
笑
・
破
顔
微
笑
な
ど
と
い
う
。
後
に
は
阿
難
に
付
法
し
、
西
天
第
二
祖
と
な
し
た
。

6　

唯
信
違
雲
疾
走
之
月
、
不
知
運
月
即
不
運
月
…
不
詳
。『
円
覚
経
』「
雲
駛
月
運
、
舟
行
岸
移
」（
大
正
蔵
一
七
・
九
一
五
ｃ
）
な
ど
を
踏
ま
え
る

か
。『
正
法
眼
蔵
』「
都
機
」
に
「
釈
迦
牟
尼
仏
、
告
金
剛
蔵
菩
薩
言
、
譬
如
動
目
能
揺
湛
水
、
又
如
定
眼
猶
廻
転
火
。
雲
駛
月
運
、
舟
行
岸
移
、

亦
復
如
是
。
い
ま
仏
演
説
の
雲
駛
月
運
、
舟
行
岸
移
、
あ
き
ら
め
参
究
す
べ
し
。
倉
卒
に
学
す
べ
か
ら
ず
、
凡
情
に
順
ず
べ
か
ら
ず
。（
中
略
）

い
ま
如
来
道
の
雲
駛
月
運
、
舟
行
岸
移
は
、
雲
駛
の
と
き
、
月
運
な
り
、
舟
行
の
と
き
、
岸
移
な
り
、
い
ふ
宗
旨
は
、
雲
と
月
と
、
同
時
同
道
し

て
同
歩
同
運
す
る
こ
と
、
始
終
に
あ
ら
ず
、
前
後
に
あ
ら
ず
、
舟
と
岸
と
同
時
同
道
し
て
同
歩
同
運
す
る
こ
と
、
起
止
に
あ
ら
ず
、
流
転
に
あ
ら

ず
」（
道
元
全
一
・
二
六
五
～
二
六
六
）「
愚
人
お
も
は
く
は
、
く
も
の
は
し
る
に
よ
り
て
、
う
ご
か
ざ
る
月
を
う
ご
く
と
み
る
、
舟
の
ゆ
く
に
よ

り
て
、
う
つ
ら
ざ
る
岸
を
う
つ
る
と
み
ゆ
る
、
と
見
解
せ
り
」（
道
元
全
一
・
二
六
六
）
と
あ
る
。

7　

首
経
之
中
、
色
根
之
義
、
委
悉
如
前
…
訓
註
（
上
）
⑨
お
よ
び
⑩
参
照
。

8　

覚
一
字
収
嗅
嘗
触
三
。
三
是
同
一
、
合
中
知
故
…
浄
土
宗
の
聖
冏
（
一
三
四
一
～
一
四
二
〇
）『
伝
通
記
糅
鈔
』「
不
覚
等
者
、
覚
知
倶
是
、
雖

意
識
能
、
所
掌
是
異
。
覚
了
浅
知
主
深
浅
。
又
仏
地
房
釈
仏
一
字
、
立
覚
知
差
。
覚
者
合
中
知
、
鼻
舌
身
識
也
。
知
者
離
中
知
、
眼
耳
意
識
也
云

云
」（
浄
全
三
・
一
九
四
）
と
あ
る
。

㉖
［
原
文
］
故
経
云
、如
一
見
根
見
周
法
界
、聴
嗅
嘗
触
覚
々
々
知
亦
復
如
是
〈
已
上
〉。
即
是
七
大
之
中
根
大
文
也
。
又
云
、生
死
流
転
即
汝
六
根
。

菩
提
涅
槃
妙
浄
明
体
亦
汝
六
根
。
不
応
於
中
更
容
他
物
〈
已
上
〉。

［
書
き
下
し
］
故ゆ

え

に
経
に
云
く
、「
一い
つ

の
見け
ん

根こ
ん

の
見け
ん

の
法ほ
っ

界か
い

に
周あ
ま
ねき
が
如ご
と

く
、
聴ち
ょ
う・
嗅き
ゅ
う・
嘗
じ
ょ
う

触そ
く

、
覚か
く

触そ
く

・
覚か
く

知ち

、
亦ま復
た
是か
く

の
如
し
〈
已
上
〉」
と
。

即す
な
わち

是こ

れ
七
大
の
中
の
根
大
の
文
な
り
。
又
た
云
く
、「
生
し
ょ
う

死じ

の
流る

転て
ん

も
即
ち
汝
の
六ろ
っ

根こ
ん

な
り
。
菩ぼ

提だ
い

涅ね

槃は
ん

妙み
ょ
う

浄じ
ょ
う

明み
ょ
うの

体た
い

も
亦
た
汝
の
六
根
な
り
。

応
に
中
に
於
い
て
更さ

ら

に
他
の
物
を
容い

る
る
べ
か
ら
ず
〈
已
上
〉」
と
。
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○
如
一
見
根
見
～
復
如
是
…
［
補
1
］。
○
聴
嗅
嘗
触
覚
々
々
知
亦
復
如
是
…
［
補
2
］。
○
法
界
…
こ
こ
で
は
、
全
世
界
の
意
味
。
○
即
是
七

大
之
中
根
大
文
也
…
［
補
3
］。
○
七
大
…
地
・
水
・
火
・
風
・
空
・
見
・
識
の
七
つ
の
原
理
に
つ
い
て
、
周
遍
法
界
の
義
を
明
ら
か
に
し
た

も
の
。『
首
楞
厳
経
』
巻
三
に
説
か
れ
る
［
補
4
］。
○
大
…
元
素
。
大
種
。
広
く
ゆ
き
わ
た
っ
て
い
る
の
で
大
と
な
づ
け
た
。
○
根
大
…
目
大
。

目
大
は
六
根
の
こ
と
。
○
生
死
流
転
～
更
容
他
物
…
［
補
5
］。
○
妙
浄
明
体
亦
汝
六
根
…
［
補
6
］。
○
流
転
…
迷
い
の
生
死
を
つ
づ
け
る
こ

と
。
○
六
根
…
眼
根
、
耳
根
、
鼻
根
、
舌
根
、
身
根
、
意
根
。
○
菩
提
…
［
梵
］bodhi

の
音
写
。
悟
り
の
智
慧
。
○
涅
槃
…
［
梵
］nirvāṇa

の
音
写
。
火
（
＝
欲
望
）
の
止
滅
し
た
状
態
。
仏
教
に
お
け
る
修
行
上
の
究
極
目
標
。

［
訳
］
そ
れ
故
に
『
首
楞
厳
経
』
に
言
う
、「
見
根
の
見
と
い
う
働
き
が
法
界
に
あ
ま
ね
く
ゆ
き
わ
た
っ
て
い
る
よ
う
に
、
聴
〔
触
〕・
嗅
〔
触
〕・
嘗

触
、
覚
触
・
覚
知
も
ま
た
こ
の
よ
う
で
あ
る
〈
已
上
〉」
と
。
こ
れ
は
七
大
の
中
の
根
大
（
六
根
）
の
〔
説
明
〕
文
で
あ
る
。
ま
た
言
う
、「
生
死
の

流
転
も
汝
の
六
根
で
あ
る
。
菩
提
涅
槃
も
霊
妙
に
し
て
清
く
明
ら
か
な
本
体
も
ま
た
汝
の
六
根
で
あ
る
。
六
根
以
外
の
も
の
を
認
め
る
こ
と
は
で
き

な
い
〈
已
上
〉」
と
。

［
補
注
］

1　

如
一
見
根
見
～
復
如
是
…
『
首
楞
厳
経
』
巻
三
「
如
一
見
根
見
周
法
界
、
聴
嗅
嘗
触
覚
触
覚
知
、
妙
徳
瑩
然
遍
周
法
界
、
円
満
十
虚
」（
大
正

蔵
一
九
・
一
一
九
a
）。『
心
根
決
疑
章
』
で
は
「
々
々
」
と
二
文
字
で
あ
る
が
、
経
文
で
は
「
触
覚
知
」
に
対
応
し
て
い
る
た
め
、
書
き
下
し
文

や
訳
文
の
作
成
に
際
し
て
は
、
経
文
の
原
文
に
戻
し
て
行
な
っ
た
。

2　

聴
嗅
嘗
触
覚
々
々
知
亦
復
如
是
…
『
楞
厳
経
正
脈
疏
』
巻
三
「
見
周
法
界
者
、
牒
前
見
之
徧
周
法
界
也
。
温
陵
曰
、
嘗
触
即
舌
根
以
味
合
方
覚
。

故
亦
名
触
。
覚
触
覚
知
身
意
二
根
也
」（
続
蔵
一
八
・
二
三
九
c
）
と
あ
る
。
聴
触･

嗅
触
・
嘗
触
が
、
眼
耳
鼻
舌
、
覚
触
が
身
、
覚
知
が
意
。
合

わ
せ
て
六
根
に
な
る
と
解
説
し
て
い
る
。

3　

即
是
七
大
之
中
根
大
文
也
…
七
大
に
根
大
（
六
根
）
を
含
む
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。『
首
楞
厳
経
』
巻
三
で
は
「
見
聞
覚
知
」、『
首
楞
厳
経
』

の
注
釈
書
で
は
「
見
」
に
代
表
さ
せ
て
い
る
が
、
覚
晏
は
こ
れ
を
六
根
と
記
す
。
後
述
す
る
参
考
史
料
の
、『
伝
通
記
糅
鈔
』
で
「
七
大
者
是
何
」

と
の
質
問
に
対
し
、「
仏
地
房
」
は
「
六
大
加
知
根
大
」
と
答
え
て
い
る
。

4　

七
大
…
『
首
楞
厳
経
』
巻
三
「
若
此
識
心
本
無
所
従
、
当
知
了
別
見
聞
覚
知
円
満
湛
然
性
非
従
所
、
兼
彼
虚
空
地
水
火
風
均
名
七
大
性
真
円
融
、

皆
如
来
蔵
本
無
生
滅
」（
大
正
蔵
一
九
・
一
一
九
a
）
と
あ
り
、
地
・
水
・
火
・
風
・
空
の
五
大
に
、
識
と
見
聞
覚
知
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。『
首
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楞
厳
経
』
の
注
釈
書
で
、『
楞
厳
経
要
解
』
巻
六
「
地
水
火
風
空
見
識
七
大
」（
続
蔵
一
七
・
三
七
〇
a
）、『
楞
厳
経
円
通
疏
』
巻
三
「
地
水
火
風

空
見
識
七
大
」（
続
蔵
一
九
・
二
五
六
d
）
と
あ
る
よ
う
に
、『
首
楞
厳
経
』
に
お
け
る
七
大
の
説
明
は
、
地
水
火
風
空
見
識
の
七
つ
と
す
る
説
明

が
行
な
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

5　

生
死
流
転
～
更
容
他
物
…
『
首
楞
厳
経
』
巻
五
「
阿
難
雖
聞
如
是
法
音
、
心
猶
未
明
。
稽
首
白
仏
云
、
何
令
我
生
死
輪
迴
、
安
楽
妙
常
。
同
是

六
根
、
更
非
他
物
。
仏
告
阿
難
、
根
塵
同
源
、
縛
脱
無
二
。
識
性
虚
妄
猶
如
空
花
。
阿
難
由
塵
発
知
因
根
有
相
。
相
見
無
性
、
同
於
交
蘆
。
是
故

汝
今
知
見
立
。
知
即
無
明
本
、
知
見
無
。
見
斯
即
涅
槃
無
漏
真
浄
。
云
何
是
中
更
容
他
物
」（
大
正
蔵
一
九
・
一
二
四
c
）。

6　

妙
浄
明
体
亦
汝
六
根
…
『
首
楞
厳
経
』
巻
二
「
仏
告
文
殊
及
諸
大
衆
、
十
方
如
来
及
大
菩
薩
、
於
其
自
住
三
摩
地
中
、
見
与
見
縁
并
所
想
相
、

如
虚
空
花
本
無
所
有
。
此
見
及
縁
元
是
菩
提
妙
浄
明
体
、
云
何
於
中
有
是
非
是
」（
大
正
蔵
一
九
・
一
一
二
b
）、『
首
楞
厳
経
』
巻
五
「
於
是
阿
難

及
諸
大
衆
、
俱
聞
十
方
微
塵
。
如
来
異
口
同
音
告
阿
難
言
、
善
哉
、
阿
難
、
汝
欲
識
知
俱
生
無
明
、
使
汝
輪
転
生
死
結
根
、
唯
汝
六
根
更
無
他
物
。

汝
復
欲
知
無
上
菩
提
、
令
汝
速
登
安
楽
解
脱
寂
静
妙
常
、
亦
汝
六
根
更
非
他
物
」（
大
正
蔵
一
九
・
一
二
四
b
）。

［
参
考
史
料
］『
伝
通
記
糅
鈔
』
聖
冏
（
一
三
四
一
～
一
四
二
〇
）

又
彼
首
楞
厳
経
中
説
二
十
五
円
通
。
所
謂
六
根
六
境
六
識
七
大
皆
為
悟
入
之
門
也
。
謂
彼
経
会
座
有
二
十
五
人
、
各
述
得
悟
縁
。
謂
観
音
聞
声
、
勢

至
念
仏
三
昧
等
也
。
所
云
円
通
者
名
所
証
理
徳
。
具
有
円
常
通
三
真
実
。
円
謂
円
満
、
常
謂
常
住
、
通
謂
融
通
也
。
経
約
観
音
説
三
真
実
。
然
仏
地

房
以
義
亘
二
十
五
人
而
釈
成
之
。
彼
経
第
六
云
、
譬
如
人
静
居
、
十
方
倶
撃
皷
、
十
処
一
時
聞
。
此
則
円
真
実
。
隔
垣
聴
音
響
遐
邇
倶
可
聞
。
是
則

通
真
実
。
音
声
性
動
静
、
聞
中
為
有
無
、
無
声
号
無
聞
、
非
実
聞
無
性
。
声
無
既
無
滅
、
声
有
亦
非
生
。
生
滅
二
円
離
、
是
則
常
真
実
矣
。
因
問
、

七
大
者
是
何
。
答
、
六
大
加
知
根
大
。
問
、
知
根
大
者
是
何
物
耶
。
答
、
見
聞
臭
嘗
触
覚
知
也
。
問
、
若
爾
者
在
六
根
六
識
何
重
挙
。
答
、
二
十
五

人
悟
境
故
如
此
、
離
合
依
機
不
同
云
云
。
問
、
根
境
識
為
悟
入
門
其
意
如
何
。
答
、
観
彼
之
性
空
寂
為
悟
入
義
、
故
彼
経
云
、
三
科
七
大
皆
如
来
蔵

矣
。
又
云
、
見
聞
覚
知
不
能
分
隔
、
成
一
円
融
清
浄
宝
覚
矣
。
又
問
、
上
来
諸
文
於
此
土
一
仏
成
六
塵
説
法
義
、
妙
称
一
家
釈
。
爾
智
論
唯
識
違
文

何
。
答
、
一
代
今
経
余
塵
分
明
。
不
足
疑
也
。
但
至
智
論
雖
挙
別
仏
、
不
遮
一
仏
。
若
是
一
途
歟
。
又
唯
識
論
従
多
分
説
且
云
此
土
説
名
句
文
、
謂

施
名
句
文
、
為
能
詮
之
用
令
他
生
解
、
故
云
仮
立
三
。
故
若
不
依
名
句
文
、
不
名
説
法
。
是
多
分
釈
一
往
説
也
云
云
。（
浄
全
三
・
三
三
三
～

三
三
四
）
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［
訓
］
又ま

た
彼か

の
『
首
楞
厳
経
』
中
に
二
十
五
の
円え
ん

通づ
う

を
説と

く
。
所い
わ

謂ゆ
る

、
六
根
・
六
境
・
六
識
・
七し
ち

大だ
い

は
皆み

な
悟ご

入に
ゅ
うの
門
と
為な

す
。
謂い
わ

く
彼か

の
経
の

会え

座ざ

に
、
二
十
五
人
有
り
、
各お
の

お
の
得と
く

悟ご

の
縁え
ん

を
述の

ぶ
。
謂
く
観か
ん

音の
ん

の
聞も
ん

声し
ょ
う、
勢せ
い

至し

の
念ね
ん

仏ぶ
つ

三ざ
ん

昧ま
い

等
な
り
。
云い

う
所
の
円
通
と
は
所し
ょ

証し
ょ
うの
理り

徳と
く

を
名な

づ
く
。
具つ
ぶ

さ
に
は
円え
ん

・
常じ
ょ
う・
通つ
う

の
三
真
実
有
り
。
円
は
円え
ん

満ま
ん

を
謂
い
、
常
は
常
じ
ょ
う

住じ
ゅ
うを
謂
い
、
通
は
融ゆ
う

通ず
う

を
謂
う
な
り
。
経
に
は
観
音
に
約や
く

し
て
三
真

実
を
説
く
。
然し

か

し
て
仏ぶ
っ

地ち

房ぼ
う

は
義ぎ

を
以も
っ

て
二
十
五
人
に
亘わ
た

り
之
を
釈
し
ゃ
く

成じ
ょ
うす
。「
彼か

の
経
の
第
六
に
云
く
、「
譬た
と

え
ば
人
の
静し
ず

か
に
居こ

す
に
、
十じ
っ

方ぽ
う

に
倶と
も

に
皷く

を
撃う

つ
に
、
十
じ
ゅ
っ

処し
ょ

一い
ち

時じ

に
聞き

く
が
如ご
と

し
。
此こ

れ
則
ち
円え
ん

真し
ん

実じ
つ

な
り
。
垣か
き

を
隔へ
だ

て
音
の
響ひ
び

く
を
聴き

く
に
遐か

邇じ

倶と
も

に
聞
く
可
し
。
是
れ
則
ち
通つ
う

真し
ん

実じ
つ

な
り
。
音お
ん

声じ
ょ
うの
性し
ょ
うの
動ど
う

静じ
ょ
う、
聞も
ん

中ち
ゅ
うに
有う

無む

と
為な

し
、
声
の
無
き
を
無む

聞も
ん

と
号ご
う

す
る
も
、
実
は
聞も
ん

の
性
し
ょ
う

無
き
に
は
非
ず
。
声
無
き
は
既
に
滅め
つ

無
け
れ
ば
、

声
有
る
も
亦
た
生し

ょ
うに

非
ず
。
生
と
滅
と
の
二
つ
円
か
に
離は
な

る
、
是
れ
則
ち
常
じ
ょ
う

真し
ん

実じ
つ

な
り
」
と
。
因ち
な
みに

問と

う
、「
七
大
は
是
れ
何な
ん

ぞ
」
と
。
答こ
た

う
、「
六

大
に
知ち

根こ
ん

大だ
い

を
加く
わ

う
」
と
。
問
う
、「
知
根
大
は
是
れ
何
物
な
る
か
」
と
。
答
う
、「
見け
ん

聞も
ん

臭き
ゅ
う

嘗じ
ょ
う

触そ
く

覚か
く

な
り
」
と
。
問
う
、「
若も

し
爾し
か

ら
ば
六
根
六

識
に
在お

い
て
何
ぞ
重か
さ

ね
て
挙あ

げ
ん
」
と
。
答
う
、「
二
十
五
人
の
境き
ょ
うを
悟さ
と

る
が
故ゆ
え

に
此か
く

の
如
し
、
離り

と
合ご
う

と
は
機
の
不ふ

同ど
う

に
依よ

る
」
云
云
と
。
問
う
、

「
根こ

ん

・
境き
ょ
う・

識し
き

を
悟ご

入に
ゅ
う

門も
ん

と
為な

す
、
其そ

の
意い

、
如い

何か

ん
」
と
。
答
う
、「
彼か

の
性し
ょ
うの

空く
う

寂じ
ゃ
くを

観み

て
、
悟
入
の
義ぎ

と
為な

す
」
と
。
故
に
彼
の
経
に
云い
わ

く
、

「
三
科
七
大
は
皆
な
如に

ょ

来ら
い

蔵ぞ
う

な
り
」
と
。
又
た
云
く
、「
見け
ん

聞も
ん

覚か
く

知ち

、分ぶ
ん

隔き
ゃ
くす
る
こ
と
能あ
た

わ
ず
、一
つ
の
円え
ん

融ゆ
う

清し
ょ
う

浄じ
ょ
うの
宝ほ
う

覚か
く

を
成じ
ょ
うず
」
と
。
又
た
問
う
、

「
上

じ
ょ
う

来ら
い

の
諸し
ょ

文も
ん

は
此し

土ど

一い
ち

仏ぶ
つ

に
於お

い
て
六ろ
く

塵じ
ん

説せ
っ

法ぽ
う

の
義ぎ

を
成な

す
こ
と
、
妙み
ょ
うに

一い
っ

家か

の
釈し
ゃ
くと

称し
ょ
うす

。
爾な
ん
じ、

智ち

論ろ
ん・

唯ゆ
い

識し
き

、
文
に
違い

す
、
何い
か

ん
」
と
。
答
う
、

「
一
代
の
今こ

ん

経き
ょ
う

余よ

塵じ
ん

分ふ
ん

明み
ょ
うな
り
。
疑う
た
がう
に
足た

ら
ず
。
但た

だ
智ち

論ろ
ん

に
至い
た

り
て
は
別べ
つ

仏ぶ
つ

を
挙あ

ぐ
る
と
雖い
え
ども
、
一い
ち

仏ぶ
つ

を
遮さ
え
ぎら
ず
。
若も

し
是こ

れ
一
途
な
る
か
。

又
た
唯ゆ

い

識し
き

論ろ
ん

は
多た

分ぶ
ん

の
説
に
従し
た
がい
て
且し
ば

ら
く
此
土
に
名
み
ょ
う

句く

文も
ん

を
説
く
と
云
う
。
謂
は
名
句
文
を
施せ

し
て
、
能の
う

詮せ
ん

の
用ゆ
う

と
為な

し
他た

を
し
て
解げ

を
生し
ょ
うぜ
し

む
、
故ゆ

え

に
三
つ
を
仮け

立り
ゅ
うす

と
云
う
。
故
に
若も

し
名
句
文
に
依よ

ら
ざ
れ
ば
、
説せ
っ

法ぽ
う

と
は
名な

づ
け
ず
。
是こ

れ
は
多
分
の
釈し
ゃ
く、

一い
ち

往お
う

の
説
な
り
」
云
云
と
。

○
『
伝
通
記
糅
鈔
』
…
浄
土
宗
の
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
』
に
対
す
る
注
釈
書
。
四
八
巻
。
浄
土
宗
の
聖
冏
（
一
三
四
一
～
一
四
二
〇
）
の
撰

述
で
あ
り
、
応
永
二
年
（
一
三
九
五
）
十
二
月
十
九
日
に
成
立
す
る
。
○
又
彼
首
楞
厳
経
～
音
説
三
真
実
…
［
補
1
］。
○
円
通
…
絶
対
の
真

理
は
す
べ
て
の
も
の
に
あ
ま
ね
く
ゆ
き
わ
た
っ
て
い
る
。
仏
・
菩
薩
の
さ
と
り
の
境
地
。
○
所
証
…
証
得
し
た
こ
と
。
さ
と
っ
た
と
こ
ろ
。
さ

と
り
。
○
釈
成
…
解
釈
。
○
遐
邇
…
遠
い
と
こ
ろ
と
近
い
と
こ
ろ
。
○
彼
経
第
六
云
～
是
則
常
真
実
矣
…
［
補
2
］。
〇
彼
経
云
、
三
科
七
大

皆
如
来
蔵
矣
…
［
補
3
］。
〇
又
云
、
見
聞
覚
知
～
融
清
浄
宝
覚
…
［
補
4
］。
○
七
大
…
地
・
水
・
火
・
風
・
空
・
識
・
見
の
七
つ
の
原
理
に

つ
い
て
、
周
遍
法
界
の
義
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
。『
首
楞
厳
経
』
巻
三
に
説
か
れ
る
。
○
大
…
元
素
。
大
種
。
広
く
ゆ
き
わ
た
っ
て
い
る
の

で
大
と
な
づ
け
た
。
○
六
大
…
万
物
を
成
立
さ
せ
る
万
有
の
本
体
で
あ
る
六
つ
の
根
本
要
素
。
地
大
・
水
大
・
火
大
・
風
大
・
空
大
・
識
大
。
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こ
の
六
つ
は
そ
れ
ぞ
れ
遍
満
し
て
い
る
。
○
知
根
…
眼
耳
鼻
舌
身
意
と
い
う
六
つ
の
感
覚
器
官
。
六
根
の
こ
と
。
○
悟
入
…
悟
る
こ
と
。
真
理

を
悟
り
、
真
理
に
入
る
こ
と
。
○
空
寂
…
一
切
の
事
物
は
実
体
性
が
な
く
、
空
無
で
あ
る
こ
と
。
○
如
来
蔵
…
す
べ
て
の
衆
生
に
具
わ
っ
て
い

る
と
さ
れ
る
悟
り
の
可
能
性
。
仏
性
と
同
じ
。
○
一
仏
…
一
人
の
仏
陀
の
意
。
一
世
界
ご
と
に
た
だ
一
仏
の
み
出
現
し
、
衆
生
を
教
化
す
る
と

さ
れ
る
。
○
六
塵
説
法
…
仏
が
色
な
ど
の
六
塵
を
も
っ
て
説
法
す
る
こ
と
。
○
六
塵
…
色
・
声
・
香
・
味
・
触
・
法
の
六
種
の
認
識
の
対
象
。

六
境
と
同
じ
。
〇
今
経
…
こ
の
経
典
。
○
余
塵
…
後
塵
。
先
人
の
残
し
た
お
し
え
。
遺
訓
。
余
風
。
○
此
土
…
わ
れ
わ
れ
の
世
界
。
○
名
句
文

…
名
は
事
物
の
名
で
、
単
語
を
指
す
。
句
は
「
諸
行
無
常
」
な
ど
の
成
句
、
文
章
の
こ
と
。
文
は
名
と
句
と
が
よ
り
ど
こ
ろ
と
す
る
音
声
の
屈

曲
、
文
字
つ
ま
り
個
々
の
音
節
。
こ
れ
ら
が
お
の
お
の
二
つ
以
上
集
合
す
る
と
き
、
身
と
い
う
。
部
派
仏
教
で
は
そ
れ
自
体
を
存
在
す
る
も
の

と
説
く
。
経
量
部
や
そ
の
影
響
を
受
け
た
唯
識
派
で
は
そ
れ
ら
を
仮
有
と
し
、
声
の
上
に
現
れ
た
区
分
に
す
ぎ
な
い
と
み
る
。
○
能
詮
…
言
い

表
す
も
の
。
経
典
に
説
か
れ
る
意
義
内
容
を
表
す
文
句
を
い
う
。
○
但
至
智
論
雖
挙
別
仏
、
不
遮
一
仏
…
［
補
6
］。
○
唯
識
論
～
故
云
仮
立

三
故
…
［
補
5
］。
○
仮
立
…
仮
に
設
立
す
る
こ
と
。
あ
る
対
象
に
関
し
て
、
名
称
を
用
い
て
種
類
を
指
し
示
す
こ
と
。

［
訳
］
ま
た
『
首
楞
厳
経
』
中
で
は
二
十
五
の
円
通
（
さ
と
り
の
境
地
）
を
説
い
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
六
根
・
六
境
・
六
識
・
七
大
は
す
べ
て
悟
り

の
門
で
あ
る
。『
首
楞
厳
経
』
の
会
座
に
は
、
二
十
五
人
が
い
て
、
お
の
お
の
が
悟
り
を
得
た
因
縁
を
述
べ
て
い
る
。
観
音
は
聞
声
で
、
勢
至
は
念

仏
三
昧
な
ど
で
あ
る
。
こ
こ
で
言
う
、
円
通
（
さ
と
り
の
境
地
）
と
は
、
所
証
（
さ
と
っ
た
と
こ
ろ
）
の
理
徳
で
あ
る
。
詳
し
く
い
え
ば
円
・
常
・

通
の
三
つ
の
真
実
が
あ
る
。
円
は
円
満
、
常
は
常
住
、
通
は
融
通
で
あ
る
。
経
中
で
は
観
音
に
集
約
し
て
三
つ
の
真
実
を
説
い
て
い
る
。
そ
し
て
仏

地
房
〔
覚
晏
〕
は
〔
字
〕
義
を
も
っ
て
二
十
五
人
〔
の
悟
り
の
因
縁
〕
に
わ
た
り
こ
れ
を
解
釈
し
た
。『
首
楞
厳
経
』
の
第
六
に
言
う
、「
た
と
え
ば

人
が
静
か
に
し
て
い
る
と
き
、
十
方
で
と
も
に
太
鼓
を
打
つ
と
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
同
時
に
そ
れ
を
聞
く
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
円
真
実
で

あ
る
。
垣
を
隔
て
て
音
の
響
く
を
聴
く
と
き
に
遠
い
と
こ
ろ
で
も
近
い
と
こ
ろ
で
も
聞
こ
え
る
。
こ
れ
が
通
真
実
で
あ
る
。
音
声
の
本
性
の
動
静
は

を
、〔
聞
く
と
い
う
知
覚
に
お
い
て
〕
有
る
無
し
と
判
断
し
、声
が
無
い
こ
と
を
無
聞
と
言
う
が
、実
際
に
聞
く
と
い
う
本
性
が
無
い
わ
け
で
は
な
い
。

声
が
無
い
と
き
に
〔
本
性
が
〕
滅
す
る
こ
と
は
無
い
の
だ
か
ら
、
声
が
有
る
と
き
に
〔
本
性
が
新
た
に
〕
生
じ
る
わ
け
で
は
な
い
。
生
と
滅
と
の
二

つ
は
円
か
に
離
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
常
真
実
で
あ
る
」
と
。
そ
こ
で
尋
ね
る
、「
七
大
と
は
何
か
」
と
。
答
え
る
、「
六
大
（
地
大
・
水
大
・
火
大
・

風
大
・
空
大
・
識
大
）
に
知
根
大
（
六
根
）
を
加
え
た
も
の
だ
」
と
。
質
問
す
る
、「
知
根
大
（
六
根
）
と
は
何
か
」
と
。
答
え
る
、「
見
て
聞
い
て

臭
い
で
味
わ
い
触
れ
考
え
知
る
〔
六
根
の
は
た
ら
き
の
〕
こ
と
で
あ
る
」
と
。
質
問
す
る
、「
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
六
根
六
識
に
お
い
て
ど
う
し
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て
重
ね
て
と
り
あ
げ
る
の
か
」
と
。
答
え
る
「
二
十
五
人
が
境
を
悟
っ
た
か
ら
こ
の
よ
う
に
し
て
い
る
。
分
け
た
り
合
し
た
り
す
る
の
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
機
が
同
じ
で
は
な
い
こ
と
に
よ
る
」
云
々
と
。
質
問
す
る
、「
根
と
境
と
識
は
悟
り
の
門
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
意
は
何
か
」
と
。
答

え
る
、「
そ
の
本
性
を
空
寂
で
あ
る
と
観
て
、
悟
入
の
義
と
み
な
し
て
い
る
」
と
。
だ
か
ら
『
首
楞
厳
経
』
に
言
う
、「
三
科
七
大
は
す
べ
て
如
来
蔵

で
あ
る
」
と
。
ま
た
〔『
首
楞
厳
経
』
に
〕
言
う
、「
見
聞
覚
知
は
分
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
円
融
な
る
清
浄
な
貴
き
覚
り
を
成
就
す
る
」
と
。
ま
た

質
問
す
る
、「
上
来
の
諸
文
は
我
々
の
世
界
に
お
け
る
一
仏
に
つ
い
て
六
塵
説
法
の
義
を
成
す
の
で
あ
り
、
一
家
の
釈
で
あ
る
と
言
え
る
。
あ
な
た

は
『
大
智
度
論
』
や
『
成
唯
識
論
』
の
文
と
相
違
し
て
い
る
が
ど
う
か
」
と
。
答
え
る
、「
釈
尊
が
〔
娑
婆
世
界
の
〕
一
代
に
わ
た
っ
て
説
い
た
こ

の
経
典
に
は
教
え
が
明
白
に
記
さ
れ
て
い
る
。
疑
う
に
足
り
な
い
。
た
だ
『
大
智
度
論
』
で
は
別
仏
を
挙
げ
る
が
、
一
仏
を
否
定
し
て
は
い
な
い
。

も
し
く
は
同
一
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
『
成
唯
識
論
』
は
多
く
の
説
に
し
た
が
っ
て
こ
の
世
界
で
名
句
文
を
説
い
た
と
言
う
。
名
句
文
を
施
す
と
は
、

能
詮
（
言
葉
）
の
は
た
ら
き
を
為
し
他
者
を
理
解
さ
せ
る
、
だ
か
ら
こ
の
三
つ
を
仮
に
立
て
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
若
し
名
句
文
に
依
ら
な

い
の
で
あ
れ
ば
、
説
法
と
言
え
な
い
。
こ
れ
が
多
分
の
解
釈
で
あ
り
、
一
往
の
説
で
あ
る
」
云
々
と
。

［
補
注
］

1　

又
彼
首
楞
厳
経
～
音
説
三
真
実
…
持
阿
『
選
択
決
疑
抄
見
聞
』
に
お
い
て
も
、「
仏
地
房
以
義
亘
二
十
五
人
釈
成
之
也
。
三
真
実
者
、経
第
六
云
、

譬
如
人
静
居
十
方
倶
撃
皷
十
処
一
時
聞
。
此
則
円
真
実
也
。
隔
垣
聴
音
響
遐
邇
倶
可
聞
。
是
即
通
真
実
。
音
声
性
動
静
、
聞
中
為
有
無
、
無
声
号

無
聞
、
非
実
聞
無
性
。
声
無
既
無
滅
、
有
声
亦
非
生
生
。
滅
二
円
離
。
是
則
常
真
実
矣
」（
浄
全
七
・
六
四
二
a
）
と
、
ほ
ぼ
同
文
が
引
用
さ
れ
て

い
る
。

2　

彼
経
第
六
云
、
譬
如
人
静
～
是
則
常
真
実
…
『
首
楞
厳
経
』
巻
六
「
譬
如
人
静
居
、
十
方
倶
撃
鼓
、
十
処
一
時
聞　

此
則
円
真
実
、
目
非
観
障

外
、
口
鼻
亦
復
然
、
身
以
合
方
知
、
心
念
紛
無
緒
、
隔
垣
聴
音
響
、
遐
邇
倶
可
聞
、
五
根
所
不
斉　

是
則
通
真
実
、
音
声
性
動
静　

聞
中
為
有
無
、

無
声
号
無
聞　

非
実
聞
無
性
、
声
無
既
無
滅　

声
有
亦
非
生
、
生
滅
二
円
離
、
是
則
常
真
実
」（
大
正
蔵
一
九
・
一
三
〇
c
～
一
三
一
a
）。

3　

彼
経
云
、
三
科
七
大
皆
如
来
蔵
矣
…
『
楞
厳
経
集
注
』
巻
五
「
三
科
七
大
皆
如
来
蔵
心
義
也
」（
続
蔵
一
七
・
一
三
一
c
）。

4　

又
云
、
見
聞
覚
知
～
融
清
浄
宝
覚
…
『
首
楞
厳
経
』
巻
六
「
見
聞
覚
知
不
能
分
隔
、
成
一
円
融
清
浄
宝
覚
」（
大
正
蔵
一
九
・
一
二
九
c
）。

5　

但
至
智
論
雖
挙
別
仏
、
不
遮
一
仏
…
『
大
智
度
論
』
巻
七
「
序
品
一
」「
如
是
等
無
量
仏
世
界
種
種
厳
浄
、
願
皆
得
之
、
以
是
故
名
、
願
受
無

量
諸
仏
世
界
」（
大
正
蔵
二
五
・
一
〇
八
b
）
と
あ
る
。
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6　

唯
識
論
～
故
云
仮
立
三
故
…
『
成
唯
識
論
』
巻
一
「
且
依
此
土
、
説
名
句
文
依
声
仮
立
、
非
謂
一
切
。
諸
余
仏
土
亦
依
光
明
妙
香
味
等
仮
立
三

故
」（
大
正
蔵
三
一
・
六
b
）。

㉗
［
原
文
］
問
、
楞
厳
経
云
、
得
陀
羅
尼
入
仏
知
見
。
法
花
経
云
、
開
示
悟
入
仏
之
知
見
。
人
師
尺
中
云
、
挙
於
六
中
初
後
二
根
、
故
云
知
見
。
今

疑
仏
之
一
字
或
翻
曰
知
、
仏
之
一
字
或
翻
云
覚
、
六
中
知
覚
豈
非
重
耶
。
答
、
此
有
深
理
。
夫
仏
一
字
即
是
惣
体
円
融
宝
覚
。
知
見
即
是
於
別
用
中

対
法
塵
境
名
之
為
知
。
対
香
味
触
亦
云
覚
也
。
故
法
花
肝
心
真
言
中
曰
、〈

。
薩
嚩
〈
一
如
〉
勃
駄
〈
知
也
覚
也
〉
枳
惹
曩

〈
知
〉
左
紇
瑟
毘
耶
見*

。
今
謂
梵
語
既
別
、
二
知
豈
同
。
漢
語
単
浅
、
其
共
名
雖
同
、
梵
音
既
異
、
義
不
相
濫
。
故
楞
厳
云
、
見
聞
覚
知
不
能
分
隔
、

成
一
円
融
清
浄
宝
覚
。
心
根
義
略
知
如
斯
。

［
訓
］
問と

う
、『
楞
り
ょ
う

厳ご
ん

経き
ょ
う』

に
云
く
、「
陀だ

羅ら

尼に

を
得え

て
仏
知ち

見け
ん

に
入
る
」
と
。『
法ほ

花け

経き
ょ
う』

に
云い
わ

く
、「
仏
の
知ち

見け
ん

を
開か
い

示じ

悟ご

入に
ゅ
うす

」
と
。
人に
ん

師し

の
尺
し
ゃ
く

中ち
ゅ
うに
云
く
、「
六ろ
く

中ち
ゅ
うの
初し
ょ

後ご

の
二に

根こ
ん

を
挙あ

ぐ
、
故ゆ
え

に
知ち

見け
ん

と
云
う
」
と
。
今
疑う
た
がう
ら
く
、
仏
の
一
字
或あ
る

い
は
翻ほ
ん

し
て
知
と
云い

い
、
仏
の
一
字
或
い
は

翻
し
て
覚
と
云
う
も
、
六
中
の
知ち

覚か
く

豈あ

に
重
な
る
こ
と
非
ざ
ら
ん
や
。
答こ
た

う
、「
此こ
れ

に
深じ
ん

理り

有あ

り
。
夫そ

れ
仏
の
一
字
は
即す
な
わち

是こ

れ
惣そ
う

体た
い

に
し
て
円え
ん

融ゆ
う

の
宝ほ
う

覚か
く

な
り
。
知ち

見け
ん

は
即す
な
わち

是こ

れ
別べ
つ

用ゆ
う

の
中
に
於
い
て
法ほ
う

の
塵じ
ん

境き
ょ
うに

対た
い

し
て
之
を
名な

づ
け
て
知ち

と
為
す
。
香こ
う

味み

触そ
く

に
対
し
て
も
亦ま

た
覚か
く

と
云
う
な
り
。

故ゆ
え

に
法ほ
っ

花け

の
肝か
ん

心じ
ん

真し
ん

言ご
ん

中ち
ゅ
うに
曰い
わ

く
、「〈

」
薩サ
ル
ハ嚩
〈
一
如
〉
勃ホ

駄タ

〈
知ち

な
り
覚か
く

な
り
〉
枳キ

惹シ
ャ

曩ナ
ウ
〈
知ち

〉
左サ

紇キ

瑟シ
ツ

毘ビ

耶ヤ

〈
見け
ん

〉」
と
。

今
謂お

も
えら

く
梵ぼ
ん

語ご

は
既す
で

に
別べ
つ

な
れ
ば
、
二に

知ち

豈
に
同お
な

じ
か
ら
ん
や
。
漢か
ん

語ご

は
単た
ん

に
浅あ
さ

く
、
其そ

れ
名な

を
共と
も

に
し
て
同お
な

じ
な
り
と
雖い
え
どど

も
、
梵ぼ
ん

音お
ん

既す
で

に
異こ
と

な

れ
ば
、
義ぎ

は
相あ

い
濫ら
ん

ぜ
ず
。
故ゆ
え

に
『
楞
り
ょ
う

厳ご
ん

』
に
云
く
、「
見け
ん

聞も
ん

覚か
く

知ち

分ぶ
ん

隔き
ゃ
くす
る
こ
と
能あ
た

わ
ず
、
一い
つ

の
円え
ん

融ゆ
う

清し
ょ
う

浄じ
ょ
うの
宝ほ
う

覚か
く

を
成じ
ょ
うず
」
と
。
心し
ん

根こ
ん

の
義ぎ

は

略ほ

ぼ
斯か
く

の
如ご
と

し
と
知し

る
。

○
楞
厳
経
～
入
仏
知
見
…
［
補
1
］。
○
陀
羅
尼
…
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語dhāraṇī

の
音
写
。
経
典
を
記
憶
す
る
力
、
善
法
を
保
持
す
る
力
を
原

義
と
し
、
さ
ら
に
呪
文
の
意
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
○
知
見
…
智
慧
に
よ
っ
て
見
る
こ
と
。
知
識
に
基
づ
い
た
見
解
。
○
法
花

経
～
仏
之
知
見
…
［
補
2
］。
○
開
示
悟
入
…
世
の
人
々
に
、
仏
の
智
見
を
開
示
し
、
悟
ら
せ
て
仏
道
に
入
ら
せ
る
こ
と
。
○
人
師
尺
中
云
、

挙
於
六
中
初
後
二
根
故
云
知
見
…［
補
3
］。
○
人
師
…
人
の
た
め
に
法
を
説
く
師
。
○
知
覚
…
分
別
す
る
こ
と
。
思
考
。
○
円
融
…
円
満
融
通
。

完
全
に
し
て
欠
け
る
こ
と
な
く
一
体
と
な
っ
て
互
い
に
妨
げ
な
い
こ
と
。
○
法
塵
…
六
塵
の
一
つ
。
意
根
の
対
象
で
あ
る
も
ろ
も
ろ
の
法
を
さ

す
。
○
法
花
肝
心
真
言
中
曰
、

…
［
補
4
］。
○
薩
嚩
〈
一
如
〉
～
左
紇
瑟
毘
耶
見
…
［
補
5
］。
○
見*

…
他
の
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事
例
か
ら
は
、「
見
」
は
本
来
は
割
註
と
し
て
記
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
国
文
研
本
で
は
割
注
に
な
っ
て
い
る
。
○
楞
厳

云
～
円
融
清
浄
宝
覚
…
［
補
6
］。

［
訳
］
問
う
、「『
楞
厳
経
』
に
云
く
、「
陀
羅
尼
を
得
て
仏
知
見
に
入
る
」
と
。『
法
花
経
』
に
云
く
、「
仏
の
知
見
を
開
示
悟
入
す
」
と
。
人
師
の
解

釈
に
言
う
、「
六
〔
根
〕
中
の
最
初
と
最
後
の
二
根
（
眼
根
＝
見
・
意
根
＝
知
）
を
挙
げ
る
の
で
知
見
と
言
う
」
と
。
今
疑
う
に
、
仏
の
一
字
は
知

と
翻
訳
し
た
り
、
覚
と
翻
訳
し
た
り
す
る
、
六
根
中
の
知
と
覚
は
ど
う
し
て
重
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
」
と
。
答
え
る
、「
こ
れ

に
は
深
い
理
が
あ
る
。
そ
も
そ
も
仏
の
一
字
は
、
全
体
で
円
融
し
た
宝
覚
で
あ
る
。
知
見
は
個
別
の
は
た
ら
き
に
お
い
て
法
の
対
境
に
対
し
て
は
知

と
名
づ
け
、
香
味
触
に
対
し
て
は
覚
と
も
言
う
。
そ
れ
ゆ
え
に
『
法
華
経
』
の
肝
心
真
言
中
に
言
う
、「〈

薩サ
ル
ハ嚩

〈
一
如
〉

勃ホ

駄タ

〈
知
・
覚
〉
枳キ

惹シ
ャ

曩ナ
ウ

〈
知
〉
左サ

紇キ

瑟シ
ツ

毘ビ

耶ヤ

〈
見
〉」
と
。
今
言
う
梵
語
〔
のbuddha

（
仏
陀
＝
知
）
とjñāna

（
知
）〕
は
別
の
も
の
で
あ
る
以
上
、

こ
の
二
つ
の
知
（buddha

とjñāna
）
が
ど
う
し
て
同
じ
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
漢
語
は
単
純
で
浅
い
た
め
、〔
翻
訳
し
た
と
き
の
〕
名
が
同
じ
に
な

る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、〔
本
来
の
〕
梵
音
が
異
な
っ
て
い
る
以
上
、
そ
の
意
味
は
乱
れ
る
こ
と
は
な
い
。
ゆ
え
に
『
首
楞
厳
経
』
に
言
う
、「
見
聞
覚

知
は
分
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
円
融
な
る
清
浄
な
尊
き
覚
り
を
成
就
す
る
」
と
。
心
根
の
意
味
は
ほ
ぼ
こ
の
よ
う
で
あ
る
。

［
補
注
］

1　

楞
厳
経
～
入
仏
知
見
…
『
首
楞
厳
経
』
巻
四
「
得
陀
羅
尼
入
仏
知
見
。
作
是
語
已
五
体
投
地
、
在
会
一
心
佇
仏
慈
旨
」（
大
正
蔵
一
九
・
一
二
二

a
）。

2　

法
花
経
～
仏
之
知
見
…
『
法
華
経
』
巻
一
「
舎
利
弗
、
云
何
名
諸
仏
世
尊
唯
以
一
大
事
因
縁
故
出
現
於
世
。
諸
仏
世
尊
欲
令
衆
生
開
、
仏
知
見

使
得
清
浄
故
、
出
現
於
世
。
欲
示
衆
生
仏
之
知
見
故
、
出
現
於
世
。
欲
令
衆
生
悟
仏
知
見
故
、
出
現
於
世
。
欲
令
衆
生
入
仏
知
見
道
故
、
出
現
於

世
。
舎
利
弗
是
為
諸
仏
以
一
大
事
因
縁
故
出
現
於
世
」（
大
正
蔵
九
・
七
b
）。
後
代
の
『
法
華
経
』
の
解
説
書
に
は
、「
開
示
悟
入
仏
之
知
見
」
と

し
て
引
か
れ
る
。

3　

人
師
尺
中
云
、
挙
於
六
中
初
後
二
根
故
云
知
見
…
不
詳
。
た
だ
し
、「
仏
知
見
」
の
「
知
見
」
を
六
根
の
中
の
意
根
と
眼
根
に
し
て
解
釈
す
る

考
え
方
は
非
常
に
特
徴
的
で
あ
る
。
し
か
も
、
覚
晏
は
こ
の
説
を
『
心
根
決
疑
章
』
の
中
で
肯
定
し
て
い
る
。

4　

法
花
肝
心
真
言
中
曰
、

…
『
別
行
抄
』（
一
一
一
七
）
に
収
録
さ
れ
た
該
当
部
分
の
真
言
は

「

」と
あ
り
、鎌
倉
前
期
の『
覚
禅
抄
』「
法
花
法
諸
流
」に
収
録
さ
れ
た
該
当
部
分
の
真
言
は「

」（
大



達
磨
宗
・
仏
地
房
覚
晏
『
心
根
決
疑
章
』
訓
註
（
中
）（
舘
）

一
一
〇

一
一
〇
頁

［
３
校
］　

駒
澤
大
學　

佛
教
學
部
論
集　

第
53
號

日
仏
四
六
・
一
四
五
～
一
四
六
）
と
あ
り
、『
心
根
決
疑
章
』
収
録
の
も
の
と
は
一
致
し
て
い
な
い
。
こ
の
部
分
で
い
え
ば
、
日
蓮
の
『
開
目
抄
』

で
引
用
さ
れ
た
真
言
「
薩
縛
勃
陀
枳
攘
〈
知
〉
娑
乞
蒭
毘
耶
〈
見
〉」（
大
正
蔵
八
四
・
二
二
〇
a
）
の
ほ
う
が
近
い
か
。
日
蓮
（
一
二
二
二
～

一
二
八
二
）
は
『
教
機
時
国
鈔
』
に
、「
建
仁
よ
り
已
来
、
今
ま
で
五
十
余
年
の
間
、
大
日
・
仏
地
、
禅
宗
を
弘
め
、
法
然
・
隆
寛
、
浄
土
宗
を

興
し
、
実
大
乗
を
破
し
て
権
宗
に
付
き
、
一
切
経
を
捨
て
教
外
に
立
つ
。
譬
え
ば
珠
を
捨
て
て
石
を
取
り
、
地
を
離
れ
て
空
に
登
る
が
如
し
。
此

は
教
法
流
布
の
先
後
を
ば
知
ら
ざ
る
者
な
り
」
と
記
し
て
お
り
、
仏
地
房
覚
晏
を
、
同
時
代
を
代
表
す
る
禅
僧
の
一
人
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
宮

崎
英
修
「
教
機
時
国
抄
に
み
ら
れ
る
大
日
仏
陀
―
大
日
仏
陀
と
大
日
仏
地
―
」（『
大
崎
学
報
』
一
三
六
、一
九
八
三
年
、
一
～
一
七
頁
）
と
舘
隆

志
「
達
磨
宗
新
出
史
料
『
心
根
決
疑
章
』
と
仏
地
房
覚
晏
」『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
五
一
、二
〇
二
〇
年
、
一
〇
三
～
一
二
六
頁)

を
参
照
。

5　

薩
嚩
〈
一
如
〉
～
左
紇
瑟
毘
耶
見
…
『
別
行
抄
』「
法
華
肝
心
真
言
」
に
「
薩
縛
勃
駄
〈
一
切
仏
也
〉
枳
攘
〈
二
合
〉
曩
〈
知
也
〉
娑
乞
蒭
〈
二

合
〉
毘
耶
〈
見
也
〉（
該
当
部
分
の
右
側
に
「

」
の
梵
字
が
記
さ
れ
る
）」
と
あ
る
。『
覚
禅
抄
』「
法
花
法
諸
流
」
に
「
法

花
肝
心
真
言
」
に
「
薩
縛
勃
駄
〈
一
切
仏
也
〉
枳
攘
〈
二
合
〉
曩
〈
知
也
〉
娑
乞
蒭
〈
二
合
〉
毘
耶
〈
見
也
〉（
該
当
部
分
の
右
側
に

「

」
の
梵
字
が
記
さ
れ
る
）」（
大
日
仏
四
六
・
一
四
五
～
一
四
六
）
と
あ
る
。
ま
た
、
日
蓮
『
開
目
抄
』
で
は
、「
善
無
畏

三
蔵
ノ
法
華
経
ノ
肝
心
真
言
云
、曩
謨
三
曼
陀
〈
普
仏
陀
〉
唵
〈
三
身
如
来
〉
阿
阿
暗
悪
〈
開
示
悟
入
〉
薩
縛
勃
陀
枳
攘
〈
知
〉
娑
乞
蒭
毘
耶
〈
見
〉

誐
誐
曩
三
娑
縛
〈
如
虚
空
性
〉
羅
乞
叉
儞
〈
離
塵
相
也
〉
薩
哩
達
摩
〈
正
法
也
〉
浮
陀
哩
迦
〈
白
蓮
華
〉
蘇
馱
覧
経
惹
〈
入
〉
吽
〈
遍
〉
鈸
〈
住
〉

発
〈
歓
喜
〉
縛
曰
羅
〈
堅
固
〉
羅
乞
叉
𤚥
〈
擁
〉
護
娑
婆
訶
〈
決
定
成
就
〉。
此
真
言
ハ
南
天
竺
ノ
鉄
塔
ノ
中
ノ
法
華
ノ
肝
心
ノ
眞
言
也
」（
大
正

蔵
八
四
・
二
二
〇
a
）
と
あ
る
。
水
橋
教
義
「『
開
目
抄
』
に
記
さ
れ
た
法
華
経
の
肝
心
真
言
に
つ
い
て
」（『
東
洋
哲
学
研
究
所
』
九
、一
九
九
三
年
）

が
示
す
復
元
案
で
は
、「
薩
縛
勃
駄
」
をsarva-buddha
（
一
切
の
仏
）、「
枳
攘
（
曩
）」
をjñā

〔na

〕（
智
慧
）、「
娑
乞
蒭
毘
耶
」
を

sākṣebhyaḥ

（
見
を
有
す
る
も
の
（
に
））
と
す
る
。

6　

楞
厳
云
～
円
融
清
浄
宝
覚
…
『
首
楞
厳
経
』
巻
六
「
見
聞
覚
知
不
能
分
隔
、
成
一
円
融
清
浄
宝
覚
」（
大
正
蔵
一
九
・
一
二
九
c
）。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
仏
地
房
覚
晏
、
心
根
決
疑
章
、
達
磨
宗
、
孤
雲
懐
奘
、
首
楞
厳
経
、
唯
識
、
宗
鏡
録


